
　
「
桃
太
郎
」
も
「
一
寸
法
師
」
も
、
昔
話

に
登
場
す
る
の
は
子
ど
も
の
い
な
い
老
夫
婦
。

古
代
・
中
世
は
結
婚
し
て
家
族
を
つ
く
る
こ

と
の
で
き
る
階
層
は
限
ら
れ
、
家
督
を
継
ぐ

長
男
な
ど
を
除
け
ば
、
多
く
が
晩
婚
か
生
涯

独
身
だ
っ
た
▼
あ
る
日
、
偶
然
授
か
っ
た
子

ど
も
の
活
躍
で
「
め
で
た
し
、
め
で
た
し
」

と
幸
せ
に
な
る
物
語
は
、
庶
民
の
「
手
の
届

か
な
い
憧
れ
」
か
▼
現
代
は
、
そ
ん
な
憧
れ

を
抱
く
の
が
難
し
い
時
代
の
よ
う
で
あ
る
。

昨
年
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、
速
報
値
で
約
８７

万
人
と
過
去
最
少
を
更
新
。
婚
姻
数
も
５３

万
組
あ
ま
り
で
、
終
戦
後
の
結
婚
ブ
ー
ム
が

一
段
落
し
た
昭
和
２５
年
以
来
、
７０
年
ぶ
り
の

大
幅
減
と
な
っ
た
▼
来
年
は
出
生
数
が
８０
万

人
を
割
り
込
む
と
の
試
算
も
あ
り
、
そ
う
な

れ
ば
少
子
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
国
の
想
定
よ
り

１０
年
も
速
ま
る
▼
俵
万
智
さ
ん
の
詩
〈
バ
ン

ザ
イ
の
姿
勢
で
眠
り
い
る
吾
子
よ　

そ
う
だ

バ
ン
ザ
イ
生
ま
れ
て
バ
ン
ザ
イ
〉。そ
ん
な「
め

で
た
し
、
め
で
た
し
」
の
社
会
を
目
指
し
た

い
。
決
し
て
、
お
手
上
げ
で
は
な
く
。（
径
）

　

奈
良
県
は
、
第
二
阪
奈
有
料
道
路
へ
直
接
乗
入
が
可
能
に
な
る
よ
う
都
計
審
で

可
決
承
認
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路
「
大
宮
通
り
線
」
他
１
路
線
（
奈
良
大
阪
線
）

に
つ
い
て
、
都
市
計
画
変
更
の
告
示
を
９
日
付
で
行
っ
た
。

大
宮
通
り
線
と
奈
良
大
阪
線

大
宮
通
り
線
と
奈
良
大
阪
線

都
市
計
画
変
更
を
告
示

都
市
計
画
変
更
を
告
示

県土利用推進室第二阪奈直接乗入へオンランプ新設第二阪奈直接乗入へオンランプ新設
　

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
地
域
デ
ザ
イ
ン
推

進
局
県
土
利
用
政
策
室

は
、
２
月
に
開
催
し
た
第

１
６
７
回
都
市
計
画
審
議

　

近
畿
地
方
整
備
局
大
和

川
河
川
事
務
所
は
、「
大
和

川
河
川
管
理
施
設
監
理
検

討
業
務
」
に
簡
易
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
適
用
し
て

公
示
し
た
。
参
加
表
明
書

を
３
月
１７
日
正
午
ま
で
、

技
術
提
案
書
を
４
月
９
日

正
午
ま
で
受
け
付
け
る
。

説
明
書
等
は
３
月
１７
日
ま

で
交
付
す
る
。

　

業
務
は
、
河
川
の
維
持

管
理
を
適
切
か
つ
適
正
に

遂
行
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

堤
防
等
河
川
管
理
施
設
や

　

生
駒
市
が
３
月
９
日
開

札
の
「
緑
ヶ
丘
中
学
校
ト

イ
レ
改
修
工
事
」
は
京
和

大和川河川

河
川
管
理
施
設
監
理
検
討
プ
ロ
ポ

河
川
管
理
施
設
監
理
検
討
プ
ロ
ポ

修
繕
計
画

修
繕
計
画
等
を
作
成

等
を
作
成

会
（
会
長
・
塚
口
博
司
立

命
館
大
学
特
任
教
授
）
で

可
決
答
申
さ
れ
た
大
和
都

市
計
画
道
路
「
大
宮
通
り

線
ほ
か
１
路
線
の
変
更
」

に
つ
い
て
、
９
日
付
で
都

市
計
画
変
更
の
告
示
を
行

い
、
土
利
用
政
策
室
と
奈

良
市
都
市
整
備
部
都
市
計

画
課
で
縦
覧
に
供
し
て
い

る
。
大
宮
通
り
線
か
ら
第

二
阪
奈
有
料
道
路
へ
直
接

乗
入
が
可
能
に
な
る
よ
う

に
、
宝
来
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
ラ
ン
プ
構
造
を
変

更
し
た
も
の
。

　

都
市
計
画
道
路
大
宮
通

り
線
は
、
都
市
計
画
道
路

奈
良
大
阪
線
「
第
二
阪
奈

道
路
」
と
宝
来
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
奈
良
市
宝
来

４
丁
目
）
に
お
い
て
宝
来

ラ
ン
プ
に
よ
り
接
続
さ
れ

て
い
る
が
、
奈
良
方
面
か

ら
第
二
阪
奈
道
路
を
利
用

す
る
際
に
、
安
全
性
の
観

点
か
ら
都
市
計
画
道
路
大

宮
通
り
線
本
線
部
か
ら
の

直
接
乗
入
を
規
制
し
て
お

り
、
利
用
者
に
と
っ
て
は

不
便
な
状
況
に
あ
る
と
と

も
に
、
観
光
振
興
と
地
域

産
業
の
発
展
を
支
え
る
交

通
結
節
点
と
し
て
の
機
能

を
充
分
に
発
揮
で
き
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
線
部
か
ら
の

直
接
乗
入
が
可
能
に
な
る

ラ
ン
プ
構
造
に
変
更
す
る

た
め
、
都
市
計
画
道
路
大

宮
通
り
線
側
道
部
か
ら
本

線
部
へ
の
合
流
位
置
を
西

側
に
変
更
し
て
側
道
部
の

１
車
線
を
高
架
構
造
に
す

る
と
と
も
に
、
側
道
部
と

の
立
体
交
差
に
よ
り
都
市

計
画
道
路
大
宮
通
り
線
本

線
部
か
ら
都
市
計
画
道
路

奈
良
大
阪
線
へ
進
入
す
る

車
線
（
オ
ン
ラ
ン
プ
）
を

新
設
し
、
ラ
ン
プ
の
機
能

向
上
に
よ
る
骨
格
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

及
び
地
域
交
通
の
円
滑
化

を
図
る
。
変
更
内
容
は
次

の
通
り
。

　

▽
都
市
計
画
道
路
大
宮

通
り
線
＝
奈
良
市
宝
来
４

丁
目
地
内
の
約
５
２
０
㍍

区
間
で
側
道
の
一
部
を
線

形
変
更
し
て
嵩
上
式
と

し
、
区
域
を
変
更
す
る
。

４
車
線
部
が
約
３
９
０
０

㍍
か
ら
約
３
８
７
０
㍍
に
、

６
車
線
部
が
約
１
５
８
０

㍍
か
ら
約
１
２
９
０
㍍
に

な
る
。
嵩
上
式
地
表
式
を

約
１
４
７
０
㍍
か
ら
約
１

７
９
０
㍍
に
、
地
表
式
を

約
４
９
９
０
㍍
か
ら
約
４

６
７
０
㍍
に
変
更
す
る
。

　

▽
都
市
計
画
道
路
奈
良

大
阪
線
＝
自
動
車
専
用
道

路
管
理
区
分
に
合
わ
せ
て

起
点
位
置
及
び
区
域
を
変

更
す
る
。
延
長
を
約
９
９

６
０
㍍
か
ら
約
９
８
７
０

㍍
に
、
地
表
式
を
約
４
９

１
０
㍍
か
ら
約
４
８
２
０

㍍
に
変
更
す
る
。

　

都
市
計
画
道
路
大
宮
通

り
線
は
、
起
点
・
奈
良
市

登
大
路
町
、
終
点
・
奈
良

市
宝
来
町
、
奈
良
市
中
心

部
と
第
二
阪
奈
道
路
で
あ

る
都
市
計
画
道
路
奈
良
大

阪
線
を
東
西
に
結
ぶ
標
準

幅
員
２３
㍍
４
車
線
延
長
約

６
４
６
０
㍍
の
幹
線
街

路
。
都
市
計
画
道
路
奈
良

大
阪
線
は
、
起
点
・
奈
良

市
宝
来
町
、
終
点
・
生
駒

市
鬼
取
町
、
奈
良
県
と
大

阪
府
を
東
西
に
結
ぶ
標
準

幅
員
２０
㍍
４
車
線
延
長
約

９
９
６
０
㍍
の
自
動
車
専

用
道
路
。

河
道
の
点
検
結
果
等
の
状

態
把
握
結
果
を
も
と
に
変

状
等
を
評
価
、
変
状
等
が

進
行
す
る
可
能
性
や
河
川

管
理
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
検
討
し
、
河
川
が
有
す

べ
き
治
水
上
の
機
能
確
保

に
必
要
な
修
繕
等
を
効
率

的
・
効
果
的
に
実
施
す
る

た
め
の
修
繕
計
画
等
の
作

成
を
行
う
も
の
。
ま
た
、

巡
視
結
果
等
を
収
集
・
分

析
し
、
重
要
な
事
案
を
抽

出
し
と
り
ま
と
め
河
川
管

理
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
等
の

作
成
を
行
う
も
の
。

　

参
加
資
格
は
単
体
企
業
、

同
一
の
組
合
ま
た
は
同
一
の

設
計
共
同
体
で
、
近
畿
地

方
整
備
局
（
港
湾
空
港
関

係
を
除
く
）
に
お
け
る
令

和
３
・
４
年
度
一
般
競
争

（
指
名
競
争
）
参
加
資
格
の

定
期
受
付
の
受
付
期
間
中

に
お
い
て
希
望
業
種
を
土

木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
と
し
て
申
請
し
て

い
る
こ
と
。
申
込
先
及
び

交
付
場
所
は
近
畿
地
方
整

備
局
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー

大
阪
分
室
（
電
話
０
７
２

―
８
４
１
―
６
５
９
１
）。

　

主
な
業
務
内
容
は
①
計

画
準
備
１
式
②
河
川
の
状

態
把
握
１
式
③
巡
視
結
果

報
告
書
案
の
検
討
１
式
④

河
川
管
理
施
設
監
理
案
の

作
成
１
式
⑤
河
川
カ
ル
テ

更
新
と
工
事
履
歴
の
更
新

の
補
助
１
式
⑥
現
地
確
認

１
式
⑦
出
水
時
対
応
１
式

⑧
合
同
現
地
確
認
１
式
⑨

報
告
書
作
成
１
式
。
委
託

期
間
４
年
２
月
２８
日
。

生駒市

緑
ヶ
丘
中
学
校
ト
イ
レ
改
修

緑
ヶ
丘
中
学
校
ト
イ
レ
改
修

京
和
建
設
が
落
札

京
和
建
設
が
落
札

建
設
が
１
億
１
２
１
４
万

６
０
０
０
円
で
落
札
し
た
。

入
札
情
報
は
④
面
掲
載
。

（昭和４１年１０月１８日第三種郵便物認可） （週３回刊・毎週火・木・土曜日発行）建 設 新 報
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●まずは無料会員再登録を！ The Construction News 
【無料キャンペーン終了につき】

　　　　　　　　　　当サイトで 2 月 28 日まで実施していた「無料キャ
　　　　　　　　　　ンペーン」期間中にご登録頂きました無料会員ア
カウントは、すべて無効となりました。引き続き当サイトの記事・コン
テンツをご覧いただくためには、再度会員登録（無料）を行っていただく
必要があります。ご登録方法に変更はありません（アカウント・ID 等同じ）
が、建設新報をご購読の方には「ご購読コード」を発行し、通常よりお
得な料金でご登録いただけます。

デジタル版

ＷＥＢ版有料会員登録のお申込みは…

五 条 支 店

和歌山県知事許可（般―２9）第１２４８３号

遮音壁設置工事、ガードレール設置工事、高欄設置工事、
落石防護柵（網）設置工事、ネットフェンス設置工事、
道路標識設置工事、公園施設設置工事、各種外構工事、
グランド工事、のり面緑化工事、石工事、土留工事、タイル工事、
ドローン空撮、土木３D施工データ作成、i-Construction対応



中和土木事務所では、飛鳥川などの河川改修事業も進めている。

河川改修事業～安全で自然にやさしい川づくりを目指して～
１．  洪水による被害を軽減し、安
心して暮らせる基盤を整備
　川幅を拡げたり、川底を掘っ
て深くし、浸水被害を軽減し
ます。また併せて治水上支障
となる堰や橋梁などの改築を
行います。

２． 自然に配慮した川づくりを
実施
　河川には、瀬や淵などの流
れの変化や水域から陸域に住
む様々な生き物など、自然豊
かな環境がつくられています。
このような環境に配慮した改
修を進めています。

一般県道助命下荻線伏拝工区道路改良工事（防災・安全交付金事業（道路改良）（国補正）他）

施工：株式会社広　成

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
90
ｍ
、重
力
式
擁
壁
工
Ｌ
＝
21
ｍ
、

場
所
打
水
路
工
Ｌ
＝
64
ｍ

施工：JFEエンジニアリング株式会社

一般国道25号（五月橋）橋梁上部工工事
・
鋼
下
路
式
ロ
ー
ゼ
桁
橋
Ｌ
＝
92
・
５
m

一般県道上笠間八幡名張線毛原工区道路改良工事（街渠工事）（防災・安全交付金事業（道路改良）（国補正）他）

施工：株式会社MAKOTO

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
64
ｍ
、
場
所
打
水
路
工
Ｌ
＝

７
ｍ
、
側
溝
工
Ｌ
＝
１
１
１
ｍ

主要地方道枚方大和郡山線中町工区（仮称）石木2号橋上部工事

一般国道369号電飾設置工事秋篠川取付擁壁工事

主要地方道笠置山添線邑地工区道路改良工事（補強土壁工事）

ザ・土木ＰＨＯＴＯ土木 特集事業 Vol. 4

安全・安心  良質な土木技術が築くインフラ
　奈良土木事務所管内エリアは、平野部には東大寺、興福寺など国宝・重要文化財がある
奈良公園周辺や西の京・山の辺周辺など、数多くの歴史的、文化的な資産が点在している。
また東部地域は豊かな自然が残された大和高原を有する地域である為、市街地と東部山
間地域の実情など地域の特性や課題に応じた社会資本整備が重要である。道路事業では
主要地方道枚方大和郡山線（中町工区）の橋梁「砂茶屋橋」を含む延長２２０㍍区間が
３月２１日開通する。中町工区は、清滝生駒道路と大和中央道を結ぶ枚方大和郡山線で
２車線のまま残された最後の区間。交通渋滞の緩和・交通安全性の向上と救命救急活動
の支援及び救急輸送道路ネットワークの機能強化を目的に平成２４年に都市計画決定し
た。また、一般県道助命下荻線（伏拝工区）５９０㍍も3月１６日開通する運びとなった。
さらに、一般県道上笠間八幡名張線（毛原工区）の部分供用を近く予定。国道２５号五
月橋では橋梁架け替えを完了したことから供用間近となっている。その他、国道３６９号
（大保道路）、天理環状線（九条バイパス）などの整備を促進する。河川事業では、秋篠川、
佐保川、布留川南流などの河川改修を含め、地域の安全・安心を支える県土強靭化に向
けた各事業を進めていく方針。ここに紹介する写真は、今年度の主要事業である。

豊 か で 住 み よ い 奈 良 の 実 現

供

用

予

定

箇

所

供用予定
年度 路 線 名 箇 所 名 事業延長

（ｍ）
供用済延長

（ｍ）
供用予定延長

（ｍ）

R1 主要地方道
枚方大和郡山線

中町工区
奈良市中町 1,600 0 220

（部分供用）

期待される効果：【骨格幹線道路ネットワーク】
4車線整備により、慢性的な渋滞を緩和するとともに、砂茶屋橋東詰交差点の安全な通行を確保します。

R1 一般県道
助命下荻線

伏拝工区
山辺郡山添村伏拝 960 370 590

（完成供用）
期待される効果：伏拝地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R1 一般県道
上笠間八幡名張線

毛原工区
山辺郡山添村毛原 1,170 400 290

（部分供用）
期待される効果：毛原地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R2 主要地方道
笠置山添線

邑地工区
奈良市邑地町 450 220 230

（完成供用）
期待される効果：邑地地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R2 一般県道
山添桔梗が丘線

広瀬工区
山辺郡山添村吉田 630 0 110

（部分供用）
期待される効果：吉田地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R2 一般県道
笠天理線

下仁興工区
天理市下仁興町 800 400 160

（部分供用）
期待される効果：下仁興地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R3 国道369号 大保道路
奈良市大保町 1,600 0 400

（部分供用）
期待される効果：【骨格幹線道路ネットワーク】
大保地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

※�供用予定年度は、標準的な工程を想定した場合の目安であり、今後の予算の状況や施工上の条件変化等に
より変更が生じる場合があります。

枚方大和郡山線（中町工区）3月21日開通

助命下荻線（伏拝工区）3月16日供用開始
完成供用間近！上笠間八幡名張線など

中
町
工
区
の
開
通
に
よ
り
、
砂
茶
屋
橋
（
東

詰
・
西
詰
）
交
差
点
の
集
約
化
が
行
わ
れ
、
渋

滞
緩
和
や
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機

能
強
化
、
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

事
業
区
間
：
奈
良
市
中
町
～
奈
良
市
石
木
町

事
業
着
手
：
平
成
24
年
度

事
業
延
長
：
Ｌ
＝
１
６
０
０
ｍ

　
　
　
　
　
（
今
回
開
通
区
間
Ｌ
＝
２
２
０
ｍ
）

幅
　
　
員
：
Ｗ
＝
22
・
０
ｍ
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三輪山線電線共同溝工事（防災・安全（道環）（重点））

施工：松好建設株式会社

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
１
７
０
ｍ
、電
線
共
同
溝
工
Ｌ
＝

２
８
８
ｍ

都市計画道路 畝傍駅前通り線都市計画道路 畝傍駅前通り線
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165
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横大路

八木札の辻
太神宮灯籠

凡 例

一般国道

一般県道

その他道路

（都）畝傍駅前通り線

事業区間

主要渋滞箇所

区 間

箇 所

晩成小学校通学路

１．事業の必要性に関する視点
●歩行者の安全性の向上
●歩行空間のバリアフリー化 ⇒ 当初採択時からこれらの必要性は変化していないことを確認
●地域内交通の円滑化（追加）
●防災機能の向上（追加）
●良好な景観の形成（追加） ⇒ 事業計画変更時からこれらの必要性は変化していないことを確認
２．事業の効率性に関する視点
●費用便益比（Ｂ／Ｃ）は事業全体で１.５、残事業で２.９であり、これに加え、無電柱化に
　よる便益も発生する ⇒ 効率的な事業であると確認
３．事業進捗の見込みの視点
●現在、西側区間において工事が進捗し、令和３年度中の部分供用を目指しており、事業進捗
　について大きな問題はない
●引き続き事業を推進し、早期の事業完了を目指す
（都）畝傍駅前通り線（橿原市八木町 1 丁目～ 2 丁目）事業の必要性に関する視点、事業の効
率性に関する視点、事業の進捗の見込みの視点から継続が妥当と判断できる。引き続き事業を
推進し、早期の事業完了を目指すことが適切である。

　
事
業
区
間
は
、
国
道
１
６
５
号

の
一
部
区
間
を
成
し
て
お
り
、
国

道
24
号
に
接
続
し
Ｊ
Ｒ
畝
傍
駅
に

ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
。
周
辺
に
は

市
役
所
、
法
務
局
及
び
畝
傍
高
校

等
の
公
共
施
設
、
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
が
存
在
す
る
。

事 業 継 続

無
電
柱
化
す
る
こ
と
で
、

良
好
な
景
観
形
成
に
寄
与

施工：井前建設株式会社

一般県道大和青垣吉野川自転車道線中和工区（仮称）新小柳橋下部工事（社会資本整備総合交付金事業（道路環境整備））他
・
工
事
延
長
Ｌ
＝
１
４
６
ｍ
、
橋
台
工
Ｎ
＝
２

基

大和川堆積土砂撤去工事（防災・安全（広域河川））

施工：株式会社石 橋 組  

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
５
７
５
ｍ
、
掘
削
工
Ｖ
＝

８
５
０
０
㎥
、掘
削
工（
根
混
じ
り
土
）Ｖ
＝

２
５
０
０
㎥

ザザ・・土土木木ＰＰＨＨＯＯＴＴＯＯ土土木木 特特集集事事業業 Vol. 7

　中和土木事務所管内のエリアは、石舞台古墳や高松塚古墳、談山神社や岡寺、橿
原神宮など数多くの古墳や遺構、神社仏閣をはじめ大和三山や山の辺の道などが存
在し、地理的には文化財が集中する所と橿原市等の人口が密集する市街地を併せ持
ち、その調和に配慮しつつ活力あるまちと、快適で安全な県土を築くための社会基盤
整備を進めている。道路事業では、一般国道１６９号「高取バイパス」や「御所高取バ
イパス」を始め、一般県道結崎田原本線、主要地方道桜井吉野線、一般県道多武峯
見瀬線、一般県道明日香清水谷線などで道路改良を、一般県道三輪山線、一般県道
大和青垣吉野川自転車道線（京奈和自転車道）、一般県道橿原神宮東口停車場飛
鳥線などで道路環境整備を行っている。河川事業では大和川、曽我川、米川、寺川、
新川で河川改修を、一般県道中和幹線（上品寺跨線橋、豊田跨線橋）、一般県道結
崎田原本線（八尾大橋）、一般県道戸毛久米線（益田大橋）、三宅１８号線（小柳橋）
他で橋梁補修事業を、また都市計画道路畝傍駅前通線で街路事業を行っている。そ
の他大神神社参道周辺地区、長谷寺門前町周辺地区、近鉄結崎駅周辺地区、大和
八木駅周辺地区でまちづくりの整備を進めるなど、令和２年度においても、地域住民
や関連市町村と連携の下、安全・安心のまちづくりを支える社会資本整備を進めてい
く方針である。ここに紹介する写真は、今年度の主要事業である。

施工：奈良県緑化土木協同組合

都市計画道路畝傍駅前通り線電線共同溝工事（防災・安全交付金事業（街路）（臨時・特別））
・
工
事
延
長
Ｌ
＝
２
４
５
ｍ
、電
線
共
同
溝
Ｌ
＝
６

３
０
ｍ

・ 全体工事延長Ｌ＝１９９０ｍ、（８工区）堆積土
砂撤去Ｖ＝８０８０㎥、伐採工、除草工
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飛鳥川堤防舗装工事（防災・安全（総流防・危機）（国補正））

施工：株式会社大 川 組

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
４
２
２
ｍ
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工
Ａ
=
２
６
７
０
㎡

施工：井前建設株式会社

一般国道169号高取バイパス道路改良工事（補強土壁工事）（社会資本整備総合交付金事業（道路改良））
・
工
事
延
長
Ｌ
＝
１
１
０
ｍ
、橋
台
工
Ｎ
＝
１
基
、

補
強
土
壁
工
Ｌ
＝
80
ｍ

寺川樋門工事（防災・安全（河川）他）

施工：株式会社上 村 組

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
16・４
ｍ
、樋
門
設
置
工
Ｎ
＝
１

式
、護
岸
工
Ｌ
＝
16・４
ｍ

施工：株式会社仲 谷 組

三宅１８号線小柳橋橋梁補修工事（公共土木市町村支援事業）
・
工
事
延
長
Ｌ
＝
39・７
ｍ
、炭
素
繊
維
工
、床
版

上
面
Ａ
＝
96
㎡
、床
版
下
面
Ａ
＝
１
０
３
㎡

　平素は、県土木行政にご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。
　中和土木事務所の管内は、北西部に人口が集中する市街地が形
成され、南東部には豊富な自然が広がっています。また、我が国の
律令国家形成過程における政治の中心地であったことから、数多く
の歴史的・文化的資源に恵まれています。このような立地特性を踏
まえ、地元の皆様方のご理解のもと、種々のインフラ整備に取り組
んでいます。
　まず道路事業におきましては、骨格幹線道路の改築推進を中心

に一般国道１６９号高取ＢＰ、御所高取ＢＰのほか、桜井吉野線百市工区、結崎田原本線結
崎～三河工区などを進めている他、桜井市とまちづくり連携協定を締結して進めている三輪
山線の参道整備、橿原神宮東口停車場飛鳥線の電線共同溝整備、広域周遊自転車道であ
る京奈和自転車道の整備なども行っています。また、中和幹線上品寺跨線橋などの橋梁補修・
耐震化などメンテナンス工事にも積極的に取り組んでいます。
　次に、河川・砂防事業についてですが、管内平野部では大和川に流れ込む河川が集まり、
南東部では山間地を抱えている事から、防災・減災対策を重点的に進めています。具体的
には、大和川や寺川、曽我川などで河川改修を実施すると同時に、河積を阻害する樹木の
伐採・堆積土砂の撤去も機動的に行っています。また、急傾斜地での対策工事や砂防堰堤
の調査・設計に加え、土砂災害基礎調査に基づく危険箇所の周知に努めるなどしています。
　公共事業の推進には、引き続き、地域の皆様、関係各位のご理解とご協力が不可欠です。
今後も、安全・安心を支える社会資本整備に邁進して参りますので、宜しくお願い致します。

中和土木事務所
〒634-0003　橿原市常盤町605番地の5
TEL（0744）48-3070 FAX（0744）48-3134

〈主要事業〉
■道路改良 
　 一般国道169号高取バイパス、一般国道169号御所高取バイパ
ス、一般県道結崎田原本線、主要地方道桜井吉野線、一般県道
多武峯見瀬線、一般県道明日香清水谷線

■道路環境整備 
　 一般県道三輪山線、一般県道大和青垣吉野川自転車道線（京奈和
自転車道）、一般県道橿原神宮東口停車場飛鳥線

■橋梁補修
　 一般県道中和幹線（上品寺跨線橋、豊田跨線橋）、一般県道結崎
田原本線（八尾大橋）、一般県道戸毛久米線（益田大橋）、三宅18
号線（小柳橋）他
■河川改修
　大和川、曽我川、米川、寺川、新川
■砂防事業（急傾斜地崩壊対策事業）： 
　稲渕地区（明日香村）、谷田（ロ）地区（高取町）
■街路事業
　都市計画道路畝傍駅前通線
■まちづくり
 　 大神神社参道周辺地区、長谷寺門前町周辺地区（以上桜井市）、
近鉄結崎駅周辺地区（川西町）、大和八木駅周辺地区（橿原市）、
その他12地区

県中和土木事務所

所長 安井 広之

安全・安心を支える社会資本整備に邁進安全・安心を支える社会資本整備に邁進 令和2年度

事業特集

一般県道中和幹線上品寺跨線橋（橋梁補修・補強工事）（防災・安全交付金事業（地方道橋りょう補修・耐震（臨時・特別）他）

施工：吉村建設株式会社

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
29・７
ｍ
、ひ
び
割
れ
注
入
工
Ｌ

＝
34・５
ｍ
、断
面
修
復
工
Ｖ
＝
０・１
㎥
、Ｒ
Ｃ
巻

立
工
Ｎ
＝
４
基
、落
橋
防
止
装
置
工
Ｎ
＝
36
基

施工：かねまつ建設株式会社

大和青垣吉野川自転車道線施工ヤード設置工事（社会資本（道環）（重点））
・
工
事
延
長
Ｌ
＝
１
０
６
ｍ
、作
業
ヤ
ー
ド
設
置
工

Ｖ
＝
８
７
０
㎥
、作
業
ヤ
ー
ド
撤
去
工
Ｖ
＝

３
２
９
０
㎥
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
工
Ａ

＝
21
㎡
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①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
４
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
１０
日
契

約
）

　

▼
主
要
地
方
道
奈
良
精

華
線
歩
道
工
事
︵
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業
︵
道
路

環
境
整
備
︶︵
重
点
︶︶
４

︱
Ａ
01
︱
０
５
２
︱
１
号

（
奈
良
市
佐
紀
町
）
＝
①

ヤ
ブ
ウ
チ
建
設
②
１
９
７

５
万
４
０
０
０
円
（
比
２

２
４
３
万
６
０
０
０
円
）

③
中
南
組
、
左
野
工
業
、

山
崎
組
、
金
城
ク
レ
ー
ン

工
事
、
良
金
興
業
、
竹
田

水
道
工
業
、
広
成
、
吉
岡

建
設
、
木
村
建
設
、
ナ
ッ

ク
建
設
、
岡
部
工
務
店
、

中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、ナ
カ
オ
④
７
月
３０
日
。

　
　
（
３
月
４
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
１１
日
契

約
）

　

▼
大
和
田
地
区
斜
面
対

策
工
事
︵
緊
急
自
然
災
害

防
止
事
業
︵
急
傾
斜
︶︶

１
０
１
︱
２
︱
１
号
（
奈

良
市
大
和
田
町
）
＝
①
広

成（
評
価
値
３6
・
２
１
０
）

②
２
９
４
１
万
１
０
０
０

円
（
比
３
３
２
９
万
円
）

③
大
倭
殖
産
（
辞
退
）、

中
南
組
、
山
崎
組
、
都
祁

建
設
（
辞
退
）、
大
和
日

昇
建
設
、
平
井
建
設
（
辞

退
）、森
本
工
業
、岡
﨑
組
、

中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

④
工
事
延
長
6５
㍍
、
吹
付

法
枠
工
５
２
８
平
方
㍍
、

鉄
筋
挿
入
工
１
１
５
本
。

設
計
は
ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
担
当
。
工
期
８

月
３１
日
。

　

▼
一
般
国
道
３
６
９
号

大
保
道
路
道
路
改
良
工
事

︵
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業
︵
道
路
改
良
︶
他
︶
１

︱
10
︱
Ａ
４
︱
２
他
号

（
奈
良
市
大
保
町
）
＝
①

広
成
（
評
価
値
３4
・
４
７

０
）
②
３
２
７
２
万
４
０

０
０
円
（
比
３
７
０
０
万

円
）
③
山
崎
組
、
都
祁
建

設
、平
井
建
設
（
辞
退
）、

森
本
工
業
、
岡
﨑
組
（
辞

退
）、
吉
岡
建
設
、
中
村

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
④
工

事
延
長
２
６
４
㍍
、
排
水

構
造
物
工
６
１
２
㍍
。
設

計
は
ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
、
天

理
技
研
が
担
当
。
工
期
前

同
。大

和
高
田
市

　
　
（
３
月
５
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
大
和
高
田
市
立
病
院

手
術
室
空
調
機
・
外
調
機

更
新
工
事（
礒
野
北
町〈
大

和
高
田
市
立
病
院
〉）
＝

①
森
村
設
備
②
８
８
３
５

万
円（
比
９
８
１
７
万
円
）

④
手
術
室
５
部
屋
に
お
け

る
空
調
機
（
室
内
機
・
室

外
機
）・
外
調
機（
室
内
機
・

室
外
機
）
の
更
新
工
事
１

式
。
工
期
７
月
３０
日
。

生
駒
市

　
　
（
３
月
９
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
緑
ヶ
丘
中
学
校
ト
イ

レ
改
修
工
事
（
緑
ヶ
丘
）

＝
①
京
和
建
設
②
１
億
１

２
１
４
万
６
０
０
０
円

（
予
１
億
３
０
６
３
万
円
）

③
谷
建
設
、
ゴ
セ
ケ
ン
、

尾
田
組
、
古
市
工
務
店
、

大
倭
殖
産
④
敷
地
面
積
２

万
６
８
９
３
・
３
４
５
平

方
㍍
。
校
舎
棟
ト
イ
レ
改

修
１２
ヵ
所（
１
階
４
ヵ
所
、

２
階
４
ヵ
所
、
３
階
４
ヵ

所
）、
プ
ー
ル
管
理
棟
ト

イ
レ
改
修
１
ヵ
所
。
工
期

１１
月
５
日
。

　
　
（
３
月
１０
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
大
瀬
中
学
校
ト
イ
レ

改
修
工
事
（
小
瀬
町
）
＝

①
古
市
工
務
店
②
８
７
５

５
万
円
（
予
１
億
２
３
９

万
円
）
③
尾
田
組
、
谷
建

設
、
ゴ
セ
ケ
ン
④
敷
地
面

積
４
万
３
１
４
３
平
方

㍍
。
校
舎
棟
ト
イ
レ
改
修

９
ヵ
所
（
１
階
３
ヵ
所
、

２
階
３
ヵ
所
、
３
階
３
ヵ

所
）。
工
期
前
同
。

県
郡
山
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
４
日
・
指
名

競
争
入
札
、
３
月
１０
日
契

約
）

　

▼
大
和
郡
山
広
陵
線
舗

装
工
事
︵
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
︵
道
路

改
良
︶︶
第
２
︱
１
︱
Ａ

１
︱
６
号
（
大
和
郡
山
市

椎
木
町
~
安
堵
町
岡
崎
）

＝
①
ヒ
ラ
カ
ワ
②
７
４
４

万
円
（
比
８
５
０
万
２
０

０
０
円
）。

近
畿
地
方
整
備

局
奈
良
国
道
事

務
所

　
　
（
３
月
１５
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
大
和
御
所
道
路
土
橋

地
区
他
伐
採
他
工
事
（
橿

原
市
小
槻
町
~
曽
我
町
）

＝
発
注
者
の
都
合
に
よ
り

入
札
取
止
め
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
４
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
１１
日
契

約
）

　

▼
天
理
ダ
ム
予
備
発
電

設
備
等
改
良
詳
細
設
計
委

託
︵
補
助
ダ
ム
堰
堤
改
良

事
業
︶１
︱
委
︱
４
号（
天

理
市
長
滝
町
）
＝
①
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ（
評
価
値
4１
・
０１
）②
２

７
５
３
万
円
（
比
３
４
３

０
万
円
）
③
ス
リ
ー
エ
ス

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
建
設

技
術
研
究
所
④
予
備
発
電

設
備
等
改
良
詳
細
設
計
１

式
。委
託
期
間
９
月
１０
日
。

大
和
高
田
市

　
　
（
３
月
５
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
大
和
高
田
市
新
庁
舎

総
合
受
付
及
び
電
話
交
換

人
材
派
遣
業
務
（
大
字
大

中
9８
番
地
４
〈
大
和
高
田

市
新
庁
舎
〉）
＝
①
Ｋ
Ｂ

Ｓ
②
２
４
９
６
万
３
１
２

０
円
④
６
月
１
日
~
５
年

６
月
３０
日
。

　

▼
大
和
高
田
市
新
庁
舎

衛
生
管
理
及
び
警
備
業
務

委
託
（
前
同
）
＝
①
文
政

②
９
７
９
０
万
円
（
比
１

億
５
２
７
万
５
０
０
０

円
）
④
前
同
。

奈
良
地
方
法
務

局
　
　
（
３
月
５
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
令
和
３
年
度
奈
良
第

２
法
務
総
合
庁
舎
ほ
か
４

庁
舎
昇
降
機
保
守
点
検
業

務
委
託
＝
①
エ
イ
ビ
ッ
ク

②
１
６
４
万
４
０
０
０
円
。

（
３
月
８
日
・
一
般
競
争

入
札
）

　

▼
奈
良
地
方
法
務
局
天

理
分
庁
舎
無
停
電
電
源
装

置
保
守
点
検
業
務
一
式
＝

落
札
者
な
し
に
よ
り
入
札

不
調
。

Ｕ
Ｒ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
奈
良
住
ま

い
セ
ン
タ
ー

　
　
（
３
月
１０
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
産
業
廃
棄
物
等
の
収

集
運
搬
及
び
処
分
業
務

︵
富
雄
団
地
他
22
団
地
︶

（
富
雄
団
地
〈
奈
良
市
鳥

見
町
４
―
１
―
２
他
〉
な

ど
２３
団
地
）
＝
①
福
商
リ

サ
イ
ク
ル
（
大
阪
府
八
尾

市
西
高
安
町
）
②
３
５
５

万
円
（
予
７
９
３
万
８
３

６
０
円
）
③
徳
山
産
業
、

カ
ン
ポ
、
都
市
ク
リ
エ
イ

ト
④
４
年
３
月
３１
日
。

　

▼
産
業
廃
棄
物
等
の
収

集
運
搬
及
び
処
分
業
務

︵
高
の
原
駅
西
団
地
他
６

団
地
︶（
高
の
原
駅
西
団
地

〈
京
都
府
木
津
川
市
兜
台

１
丁
目
２
番
地
〉
な
ど
７

団
地
）
＝
①
福
商
リ
サ
イ

ク
ル
②
６
５
万
円
（
予
１

２
３
万
６
６
７
０
円
）
③

徳
山
産
業
、
カ
ン
ポ
④
前

同
。近

畿
地
方
整
備

局
大
和
川
河
川

事
務
所

　
　
（
３
月
３
日
・
簡
易

公
募
型
競
争
入
札
）

　

▼
大
和
川
水
辺
現
地
調

査
︵
鳥
類
︶
業
務
（
大
阪

市
住
之
江
区
~
奈
良
市
）

＝
①
い
で
あ
②
９
５
０
万

円
（
予
１
１
９
４
万
円
）

③
ア
ジ
ア
航
測
、
建
設
環

境
研
究
所
、
東
京
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
④
計
画
準

備
１
式
、
現
地
調
査
計
画

策
定
１
式
、
現
地
調
査
１

式
、
調
査
成
果
の
と
り
ま

と
め
１
式
、
報
告
書
作
成

１
式
。
委
託
期
間
４
年
２

月
２８
日
。

　
　
（
３
月
５
日
・
簡
易

公
募
型
競
争
入
札
）

　

▼
大
和
川
三
郷
地
区
物

件
調
査
等
業
務（
三
郷
町
）

＝
①
平
和
Ｉ
Ｔ
Ｃ
②
１
３

１
１
万
円
（
予
１
６
６
８

万
円
）
③
ア
イ
テ
ク
ノ
、

オ
オ
バ
、
キ
ミ
コ
ン
、
フ

ァ
ノ
バ
、
三
和
綜
合
コ
ン

サ
ル
、
倉
田
総
合
鑑
定
、

八
州
（
無
効
）、
技
研
、

間
瀬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
④

大
和
川
改
修
事
業
に
必
要

な
土
地
等
の
取
得
等
に
関

す
る
業
務
の
う
ち
、
建
物

調
査
等
を
行
う
。
委
託
期

間
６
月
３０
日
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
営
住
宅
管
理
事
務

所
︵
一
般
競
争
入
札

︿
電
子
入
札
﹀
３
月

９
日
公
告
︶

　

▽
令
和
３
年
度
上
半
期

県
営
住
宅
奈
良
・
郡
山
ブ

ロ
ッ
ク
緊
急
修
繕
業
務

（
法
華
寺
団
地
〈
奈
良
市

法
華
寺
町
〉、
西
大
寺
団

地
〈
奈
良
市
佐
紀
町
〉、

佐
紀
団
地
〈
奈
良
市
佐
紀

新
町
〉、西
の
京
団
地
〈
奈

良
市
五
条
西
〉、
高
円
団

地
〈
奈
良
市
古
市
町
〉、

櫟
本
団
地
〈
天
理
市
櫟
本

町
〉、
庵
治
団
地
〈
天
理

市
庵
治
町
〉、
九
条
〈
泉

ヶ
丘
〉
団
地
〈
大
和
郡
山

市
九
条
泉
ヶ
丘
〉、
九
条

〈
松
ヶ
丘
〉
団
地
〈
大
和

郡
山
市
九
条
町
〉、
小
泉

団
地
〈
大
和
郡
山
市
小
泉

町
〉、
西
小
泉
団
地
〈
前

同
〉、
小
泉
〈
駅
前
〉
団

地〈
前
同
〉、白
土
団
地〈
大

和
郡
山
市
白
土
町
〉、
小

明
団
地
〈
生
駒
市
桜
ヶ

丘
〉）
＝
①
入
札
書
の
提

出
３
月
２6
日
ま
で
②
３
月

２9
日
③
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
建
設
業
者
。
建
築
工
事

業
の
一
般
建
設
業
許
可
ま

た
は
特
定
建
設
業
許
可
。

建
築
１
式
の
登
録
。
Ｂ
等

級
ま
た
は
Ｃ
等
級
。
本
店

の
所
在
地
が
奈
良
土
木
事

務
所
管
内
ま
た
は
郡
山
土

木
事
務
所
管
内
。
本
店
か

ら
各
業
務
対
象
県
営
住
宅

ま
で
の
直
線
距
離
が
、
す

べ
て
３０
㌔
㍍
以
内
で
あ
る

こ
と
―
な
ど
④
入
札
公
告

参
照
⑤
予
１
１
０
１
万
９

８
０
０
円
込
、
低
９
８
６

万
２
６
０
０
円
込
、
支
払

限
度
額
７
０
０
万
円
込
。

　

▽
令
和
３
年
度
上
半
期

県
営
住
宅
高
田
・
中
和
・

五
條
ブ
ロ
ッ
ク
緊
急
修
繕

業
務
（
築
山
団
地
〈
大
和

高
田
市
築
山
〉、築
山
〈
母

子
〉
団
地
〈
大
和
高
田
市

大
谷
〉、
高
田
団
地
〈
大

和
高
田
市
昭
和
町
〉、
奥

田
団
地
〈
大
和
高
田
市
奥

田
〉、
茅
原
団
地
〈
御
所

市
茅
原
緑
町
〉、
御
所
団

地
〈
御
所
市
三
室
新

町
〉、
秋
津
団
地
〈
御
所

市
池
之
内
〉、
桜
井
団
地

〈
桜
井
市
西
之
宮
〉、
金
屋

団
地
〈
桜
井
市
金
屋
〉、

見
瀬
団
地
〈
橿
原
市
見
瀬

町
〉、
光
陽
団
地
〈
橿
原

市
光
陽
町
〉、
笠
形
団
地

〈
田
原
本
町
笠
形
〉、
上
但

馬
団
地
〈
三
宅
町
上
但

馬
〉、
五
條
団
地
〈
五
條

市
岡
〉、
南
和
団
地
〈
五

條
市
住
川
町
〉）
＝
①
前

同
②
前
同
③
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
建
設
業
者
。
建
築

工
事
業
の
一
般
建
設
業
許

可
ま
た
は
特
定
建
設
業
許

可
。
建
築
１
式
の
登
録
。

Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ
等
級
。

本
店
の
所
在
地
が
高
田
土

木
事
務
所
管
内
、
中
和
土

木
事
務
所
管
内
ま
た
は
五

條
土
木
事
務
所
管
内
。
本

店
か
ら
各
業
務
対
象
県
営

住
宅
ま
で
の
直
線
距
離

が
、
す
べ
て
３０
㌔
㍍
以
内

で
あ
る
こ
と
―
な
ど
④
入

札
公
告
参
照
⑤
予
１
１
０

１
万
９
８
０
０
円
込
、
低

９
８
６
万
２
６
０
０
円

込
、
支
払
限
度
額
８
０
０

万
円
込
。

生
駒
市
︵
事
後
審
査

型
条
件
付
一
般
競
争

入
札
︿
電
子
入
札
﹀

３
月
５
日
公
告
︶

　

▽
壱
分
町
地
内
配
水
管

布
設
工
事（
壱
分
町
）＝
①

入
札
書
及
び
工
事
費
内
訳

書
の
提
出
期
限
３
月
１9
日

②
３
月
２２
日
③
管
工
事
で

登
録
。市
内
に
本
店
ま
た
は

支
店
を
有
す
る
者
―
な
ど

④
Ｇ
Ｘ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
（
φ
１

５
０
㍉
Ｌ
２
８
８
・
２
㍍
、

φ
７５
㍉
Ｌ
７
・
２
㍍
）、Ｈ

Ｐ
Ｐ
Ｅ
φ
７５
㍉
Ｌ
７７
㍍
、

泥
吐
管
２
ヵ
所
、
消
火
栓

１
ヵ
所
、給
水
切
替
３
軒
、

舗
装
本
復
旧
工
１
式
。
工

期
６
月
３０
日
⑤
予
２
８
０

９
万
４
０
０
０
円
込
、低
２

２
７
７
万
５
５
０
０
円
込
。

　

▽
真
弓
２
丁
目
地
内
配

水
管
布
設
替
工
事
に
伴
う

舗
装
本
復
旧
工
事
（
真
弓

２
丁
目
他
）
＝
①
入
札
書

及
び
工
事
費
内
訳
書
の
提

出
期
限
３
月
１８
日
②
３
月

１9
日
③
舗
装
工
事
・
Ｂ
級

で
登
録
。
市
内
に
本
店
を

有
す
る
者
―
な
ど
④
表
層

工
６
０
２
０
平
方
㍍
、
区

画
線
工
１
式
。
工
期
前
同

⑤
予
２
９
８
８
万
７
０
０

０
円
込
、
低
２
４
０
２
万

５
１
０
０
円
込
。

　

▽
星
和
台
地
内
配
水
管

布
設
替
工
事
︵
２
工
区
︶

（
南
田
原
町
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
管
工
事
で
登

録
。
市
内
に
本
店
ま
た
は

支
店
を
有
す
る
―
な
ど
④

Ｇ
Ｘ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
（
φ
１
５

０
㍉
Ｌ
２
０
６
・
５
㍍
、

φ
７５
㍉
Ｌ
１
１
・
４
㍍
）、

Ｋ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
（
φ
１
５
０

㍉
Ｌ
１
・
２
㍍
、
φ
７５
㍍

Ｌ
２
・
１
㍍
）、
Ｈ
Ｐ
Ｐ

Ｅ
φ
５０
㍉
Ｌ
１５
・
６
㍍
。

工
期
前
同
⑤
予
３
４
１
２

万
２
０
０
０
円
込
、
低
２

７
７
３
万
７
６
０
０
円
込
。

近
畿
中
国
森
林
管
理

局
奈
良
森
林
管
理
事

務
所
︵
施
工
体
制
確

認
型
総
合
評
価
落
札

方
式
︿
簡
易
型
﹀
一

般
競
争
入
札
︿
電
子

入
札
﹀
３
月
10
日
公

告
︶

　

▽
内
野
山
天
治
山
工
事

（
十
津
川
村
内
野
及
び
山

天
）
＝
①
技
術
提
案
書
、

申
請
書
及
び
確
認
資
料
の

提
出
３
月
２4
日
ま
で
（
入

札
書
の
提
出
期
間
４
月
１4

日
~
１9
日
９
時
３０
分
）
②

４
月
１9
日
③
近
畿
中
国
森

林
管
理
局
に
お
け
る
一
般

競
争
参
加
資
格
の
土
木
１

式
工
事
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
等
級

の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ

と
。
建
設
業
法
に
基
づ
く

「
土
木
工
事
業
」
の
許
可

を
受
け
て
い
る
本
店
、
支

店
ま
た
は
営
業
所
が
県
内

ま
た
は
、
大
阪
府
内
、
京

都
府
内
、
三
重
県
内
、
和

歌
山
県
内
に
所
在
す
る
こ

と
。
ま
た
、
Ｊ
Ｖ
と
し
て

申
請
書
、
確
認
資
料
及
び

技
術
提
案
書
を
提
出
す
る

場
合
は
、
有
資
格
者
名
簿

に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｖ

の
本
店
所
在
地
が
、
同
区

域
内
で
あ
る
―
な
ど
④
入

札
公
告
参
照
⑤
技
術
提
案

資
料
等
の
簡
素
化
対
象
。

施
工
困
難
工
事
。
週
休
２

日
を
促
進
す
る
試
行
（
受

注
者
希
望
方
式
）。
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
法
適
用
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
東
部
農
林
振
興
事

務
所
︵
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

︿
電
子
入
札
﹀
３
月

10
日
公
告
︶

　

▽
み
つ
え
高
原
牧
場
畜

産
団
地
事
業
Ｂ
団
地
揚
水

試
験
業
務
委
託
（
御
杖
村

菅
野
）
＝
①
入
札
書
の
提

出
３
月
２4
日
ま
で
②
３
月

２５
日
③
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
の
う

ち
、
地
質
調
査
業
務
及
び

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（「
地
質
」
ま
た
は
「
土
質

及
び
基
礎
」）
部
門
の
登

録
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

県
内
に
同
登
録
を
受
け
た

本
店
ま
た
は
営
業
所
を
有

し
て
い
る
こ
と
―
な
ど
④

ボ
ー
リ
ン
グ
（
φ
１
４
６

㍉
）
調
査
１７
㍍
、
井
戸
ケ

ー
シ
ン
グ
設
置
１７
㍍
、
揚

水
試
験
１
式
、
解
析
と
り

ま
と
め
１
式
。
委
託
期
間

７
月
３０
日
⑤
予
５
７
９
万

７
０
０
０
円
込
、
低
４
６

９
万
７
０
０
０
円
込
。

県
吉
野
土
木
事
務
所

︵
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
︿
電

子
入
札
﹀
３
月
11
日

公
告
︶

　

▽
黒
滝
川
土
木
技
術
業

務
補
助
委
託
︵
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
︵
砂
防
︶

︵
南
部
・
東
部
︶︵
補
正
︶他
︶

第
繰
61
︱
11
︱
補
︱
委
１

他
号
（
吉
野
町
上
市
〈
吉

野
土
木
事
務
所
工
務
第
一

課
〉）
＝
①
入
札
書
の
提

出
３
月
２4
日
ま
で
②
３
月

２５
日
③
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
の
う

ち
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
の
資
格
を
有
し

「
河
川
、
砂
防
及
び
海
岸
・

海
洋
」
部
門
の
登
録
を
受

け
て
い
る
こ
と
。
県
内
に

本
店
ま
た
は
営
業
所
（
県

に
対
す
る
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
の
競
争
入
札

参
加
資
格
を
有
す
る
も
の

に
限
る
）
を
有
す
る
こ
と

―
な
ど
④
土
木
技
術
業
務

補
助
１２
ヵ
月
。
委
託
期
間

４
年
３
月
３１
日
⑤
予
１
８

５
９
万
円
込
、
低
１
５
０

４
万
８
０
０
０
円
込
。

　

▽
主
要
地
方
道
五
條
吉

野
線
柴
橋
土
木
技
術
業
務

補
助
委
託
︵
道
路
メ
ン
テ
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旧野依小学校に移転新築旧野依小学校に移転新築

生
駒
市
︵
事
後
審
査

型
条
件
付
一
般
競
争

入
札
︿
電
子
入
札
﹀

３
月
５
日
公
告
︶

　

▽
壱
分
町
地
内
配
水
管

布
設
工
事（
壱
分
町
）＝
①

入
札
書
及
び
工
事
費
内
訳

書
の
提
出
期
限
３
月
１9
日

②
３
月
２２
日
③
管
工
事
で

登
録
。市
内
に
本
店
ま
た
は

支
店
を
有
す
る
者
―
な
ど

④
Ｇ
Ｘ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
（
φ
１

５
０
㍉
Ｌ
２
８
８
・
２
㍍
、

φ
７５
㍉
Ｌ
７
・
２
㍍
）、Ｈ

Ｐ
Ｐ
Ｅ
φ
７５
㍉
Ｌ
７７
㍍
、

泥
吐
管
２
ヵ
所
、
消
火
栓

１
ヵ
所
、給
水
切
替
３
軒
、

舗
装
本
復
旧
工
１
式
。
工

期
６
月
３０
日
⑤
予
２
８
０

９
万
４
０
０
０
円
込
、低
２

２
７
７
万
５
５
０
０
円
込
。

　

▽
真
弓
２
丁
目
地
内
配

水
管
布
設
替
工
事
に
伴
う

舗
装
本
復
旧
工
事
（
真
弓

２
丁
目
他
）
＝
①
入
札
書

及
び
工
事
費
内
訳
書
の
提

出
期
限
３
月
１８
日
②
３
月

１9
日
③
舗
装
工
事
・
Ｂ
級

で
登
録
。
市
内
に
本
店
を

有
す
る
者
―
な
ど
④
表
層

工
６
０
２
０
平
方
㍍
、
区

画
線
工
１
式
。
工
期
前
同

⑤
予
２
９
８
８
万
７
０
０

０
円
込
、
低
２
４
０
２
万

５
１
０
０
円
込
。

　

▽
星
和
台
地
内
配
水
管

布
設
替
工
事
︵
２
工
区
︶

（
南
田
原
町
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
管
工
事
で
登

録
。
市
内
に
本
店
ま
た
は

支
店
を
有
す
る
―
な
ど
④

Ｇ
Ｘ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
（
φ
１
５

０
㍉
Ｌ
２
０
６
・
５
㍍
、

φ
７５
㍉
Ｌ
１
１
・
４
㍍
）、

Ｋ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
（
φ
１
５
０

㍉
Ｌ
１
・
２
㍍
、
φ
７５
㍍

Ｌ
２
・
１
㍍
）、
Ｈ
Ｐ
Ｐ

Ｅ
φ
５０
㍉
Ｌ
１５
・
６
㍍
。

工
期
前
同
⑤
予
３
４
１
２

万
２
０
０
０
円
込
、
低
２

７
７
３
万
７
６
０
０
円
込
。

近
畿
中
国
森
林
管
理

局
奈
良
森
林
管
理
事

務
所
︵
施
工
体
制
確

認
型
総
合
評
価
落
札

ナ
ン
ス
事
業
︵
地
方
道
橋

り
ょ
う
補
修
︶︶
第
３
︱

Ｂ
︱
６
︱
１
︱
委
１
号

（
前
同
）＝
①
前
同
②
前
同

③
県
建
設
工
事
等
競
争
入

札
参
加
資
格
の
う
ち
、
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

の
資
格
を
有
し
「
鋼
構
造

及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」部
門

の
登
録
を
受
け
て
い
る
こ

と
。県
内
に
本
店
ま
た
は
営

業
所（
県
に
対
す
る
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
競

争
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
も
の
に
限
る
）を
有
す
る

こ
と
―
な
ど
④
前
同
⑤
予

１
８
５
９
万
円
込
、
低
１

５
０
４
万
８
０
０
０
円
込
。

　

▽
一
般
県
道
赤
滝
五
條

線
寺
戸
工
区
土
木
技
術
業

務
補
助
委
託
︵
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
︵
南
部
・

東
部
︶︵
国
補
正
︶︶
第
６

︱
３
︱
Ａ
13
︱
補
︱
委
１

号
（
前
同
）
＝
①
前
同
②

前
同
③
前
同
④
前
同
⑤
予

１
８
５
９
万
円
込
、
低
１

５
０
４
万
８
０
０
０
円
込
。

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

大
迫
ト
ン
ネ
ル
土
木
技
術

業
務
補
助
委
託
︵
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
︵
国
道

ト
ン
ネ
ル
補
修
︶︶
第
４

︱
Ａ
︱
６
︱
１
︱
委
１
号

（
前
同
）
＝
①
前
同
②
前

同
③
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
の
資
格
を
有
し「
道
路
」

部
門
の
登
録
を
受
け
て
い

る
こ
と
。
県
内
に
本
店
ま

た
は
営
業
所
（
県
に
対
す

る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
の
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
も
の
に
限

る
）
を
有
す
る
こ
と
―
な

ど
④
前
同
⑤
予
１
８
５
９

万
円
込
、
低
１
５
０
４
万

８
０
０
０
円
込
。

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

新
野
工
区
土
木
技
術
業
務

補
助
委
託
︵
防
災
・
安
全

交
付
金
事
業
︵
道
路
環
境

整
備
︶︶
第
11
︱
１
６
９

︱
６
︱
委
１
号
（
前
同
）

＝
①
前
同
②
前
同
③
前
同

④
前
同
⑤
予
１
８
５
９
万

円
込
、
低
１
５
０
４
万
８

０
０
０
円
込
。

　

▽
一
般
県
道
上
池
原
下

桑
原
線
深
瀬
工
区
土
木
技

術
業
務
補
助
委
託︵
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業︵
南
部
・

東
部
︶︵
国
補
正
︶︶
第
繰

６
︱
３
︱
Ａ
16
︱
補
︱
委

１
号（
上
北
山
村
河
合〈
吉

野
土
木
事
務
所
工
務
第
二

課
〉）
＝
①
前
同
②
前
同

③
前
同
④
前
同
⑤
予
２
１

５
７
万
１
０
０
０
円
込
、

低
１
７
５
３
万
４
０
０
０

円
込
。

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

戸
賀
ト
ン
ネ
ル
土
木
技
術

業
務
補
助
委
託
︵
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
︵
国
道

ト
ン
ネ
ル
補
修
︶︶
第
４

︱
Ａ
︱
６
︱
４
︱
委
１
号

（
前
同
）
＝
①
前
同
②
前

同
③
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
の
資
格
を
有
し「
道
路
」

ま
た
は
「
ト
ン
ネ
ル
」
部

門
の
登
録
を
受
け
て
い
る

こ
と
。
県
内
に
本
店
ま
た

は
営
業
所
（
県
に
対
す
る

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
の
競
争
入
札
参
加
資
格

を
有
す
る
も
の
に
限
る
）

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

前
同
⑤
予
２
１
５
７
万
１

０
０
０
円
込
、
低
１
７
５

３
万
４
０
０
０
円
込
。

　

▽
泉
谷
川
土
木
技
術
業

務
補
助
委
託
︵
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
︵
砂
防
︶

︵
南
部
・
東
部
︶︵
補
正
︶︶

第
繰
補
正
61
︱
10
︱
委
１

号（
前
同
）＝
①
前
同
②
前

同
③
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
の
資
格
を
有
し「
河
川
、

砂
防
及
び
海
岸
・
海
洋
」

部
門
の
登
録
を
受
け
て
い

る
こ
と
。
県
内
に
本
店
ま

た
は
営
業
所
（
県
に
対
す

る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
の
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
も
の
に
限

る
）
を
有
す
る
こ
と
―
な

ど
④
前
同
⑤
予
２
１
５
７

万
１
０
０
０
円
込
、
低
１

７
５
３
万
４
０
０
０
円
込
。

　

▽
坪
内
地
区
土
木
技
術

業
務
補
助
委
託
︵
大
規
模

特
定
砂
防
等
事
業
︵
地
す

べ
り
︶︶
第
69
︱
１
︱
委

１
号
（
天
川
村
沢
谷
〈
吉

野
土
木
事
務
所
天
川
駐
在

所
〉）＝
①
前
同
②
前
同
③

前
同
④
前
同
⑤
予
２
１
４

２
万
８
０
０
０
円
込
、
低

１
７
３
３
万
６
０
０
０
円

込
。

　

▽
主
要
地
方
道
高
野
天

川
線
坪
内
~
南
日
裏
工
区

土
木
技
術
業
務
補
助
委
託

︵
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業︵
南
部
・
東
部
︶︶第
繰

６
︱
３
︱
Ａ
９
︱
委
１
他

号（
前
同
）＝
①
前
同
②
前

同
③
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
の
資
格
を
有
し「
道
路
」

部
門
の
登
録
を
受
け
て
い

る
こ
と
。
県
内
に
本
店
ま

た
は
営
業
所
（
県
に
対
す

る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
の
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
も
の
に
限

る
）
を
有
す
る
こ
と
―
な

ど
④
現
場
技
術
業
務
１２
ヵ

月
。
委
託
期
間
前
同
⑤
予

１
８
５
９
万
円
込
、
低
１

５
０
４
万
８
０
０
０
円
込
。

県
高
田
土
木
事
務
所

︵
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
︿
電

子
入
札
﹀
３
月
10
日

公
告
︶

　

▽
葛
下
川
現
場
技
術
業

務
委
託
︵
受
託
単
独
河
川

改
良
事
業
︶
第
Ｔ
Ｊ
︱
１

︱
委
１
号
（
王
寺
町
葛
下

３
丁
目
）
＝
①
入
札
書
の

提
出
３
月
２6
日
ま
で
②
３

月
２9
日
③
県
建
設
工
事
等

競
争
入
札
参
加
資
格
の
う

ち
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

「
河
川
、
砂
防
及
び
海
岸
・

海
洋
」
部
門
の
登
録
を
受

け
て
い
る
こ
と
。
県
内
に

本
店
ま
た
は
営
業
所
（
県

に
対
す
る
競
争
入
札
参
加

資
格
を
有
す
る
も
の
に
限

る
）
を
有
す
る
こ
と
―
な

ど
④
現
場
技
術
業
務
補
助

１
式
。
委
託
期
間
４
年
３

月
３１
日
⑤
予
１
８
９
４
万

２
０
０
０
円
込
、
低
１
５

３
３
万
４
０
０
０
円
込
。

　

▽
五
條
高
取
線
現
場
技

術
業
務
補
助
委
託
︵
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
︵
道
路
改
良
︶︶
第
繰

３
︱
９
︱
Ａ
３
︱
委
４
号

（
御
所
市
重
阪
）＝
①
前
同

②
前
同
③
県
建
設
工
事
等

競
争
入
札
参
加
資
格
の
う

ち
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

「
道
路
」部
門
の
登
録
を
受

け
て
い
る
こ
と
。
県
内
に

本
店
ま
た
は
営
業
所
（
県

に
対
す
る
競
争
入
札
参
加

資
格
を
有
す
る
も
の
に
限

る
）
を
有
す
る
こ
と
―
な

ど
④
前
同
⑤
予
１
８
９
４

万
２
０
０
０
円
込
、
低
１

５
３
３
万
４
０
０
０
円
込
。

　

▽
水
越
ト
ン
ネ
ル
現
場

技
術
業
務
委
託
︵
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
︵
国
道

ト
ン
ネ
ル
補
修
︶︶
第
繰

４
︱
Ａ
︱
３
︱
委
２
他
号

（
御
所
市
関
屋
他
）
＝
①

前
同
②
前
同
③
県
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

の
う
ち
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
「
鋼
構
造
及
び
コ
ン

ク
リ
ー
ト
」
ま
た
は
「
道

路
」
部
門
の
登
録
を
受
け

て
い
る
こ
と
。
県
内
に
本

店
ま
た
は
営
業
所
（
県
に

対
す
る
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
も
の
に
限

る
）
を
有
す
る
こ
と
―
な

ど
④
前
同
⑤
予
１
８
９
４

万
２
０
０
０
円
込
、
低
１

５
３
３
万
４
０
０
０
円
込
。

近
畿
地
方
整
備
局
紀

伊
山
系
砂
防
事
務
所

︵
一
般
競
争
入
札︿
電

子
入
札
﹀
３
月
８
日

公
告
︶

　

▽
紀
伊
山
系
砂
防
事
務

所
管
内
不
動
産
表
示
登
記

等
業
務
（
紀
伊
山
系
砂
防

事
務
所
管
内
）
＝
①
申
請

書
等
の
提
出
期
限
３
月
２３

日
（
入
札
書
の
提
出
期
限

４
月
１５
日
正
午
）
②
４
月

１6
日
③
平
成
３１
・
３２
・
３３

年
度
ま
た
は
令
和
１
･
２

･
３
年
度
国
土
交
通
省
競

争
参
加
資
格
（
全
省
庁
統

一
資
格
）
役
務
の
提
供
等

の
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
等
級
に
格

付
け
さ
れ
た
近
畿
地
域
ま

た
は
東
北
・
北
陸
地
域
の

競
争
参
加
資
格
を
有
す
る

者
。
福
井
県
、
滋
賀
県
、

京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫

県
、
県
内
、
和
歌
山
県
、

三
重
県
に
主
た
る
事
務
所

若
し
く
は
従
た
る
事
務
所

を
有
す
る
土
地
家
屋
調
査

士
法
人
ま
た
は
主
た
る
事

務
所
を
有
す
る
公
共
嘱
託

登
記
土
地
家
屋
調
査
士
協

会
―
な
ど
④
表
示
に
関
す

る
登
記
業
務
を
単
価
契
約

で
行
う
。
契
約
予
定
数
量

境
界
点
確
認
２
５
０
件
外

１
１
０
０
件
。
委
託
期
間

４
年
３
月
３１
日
。

桜
井
市
︵
条
件
付
一

般
競
争
入
札
︿
持
参

入
札
﹀
３
月
９
日
公

告
︶

　

▽
桜
井
市
新
庁
舎
移
転

業
務
（
大
字
粟
殿
）
＝
①

申
請
書
等
の
提
出
３
月
２３

日
ま
で
（
持
参
ま
た
は
郵

便
）
②
３
月
３０
日
③
同
市

物
品
購
入
・
業
務
委
託
等

入
札
参
加
資
格
者
名
簿
Ｑ

１２
「
事
務
・
サ
ー
ビ
ス
」

ま
た
は
Ｑ
１３
「
そ
の
他
」

に
登
録
し
て
い
る
者
。
県

内
・
京
都
府
・
大
阪
府
・

滋
賀
県
・
兵
庫
県
・
和
歌

山
県
の
本
社
（
本
店
）
ま

た
は
支
店
等
が
あ
る
こ
と

―
な
ど
④
準
備
作
業
、
養

生
作
業
、
移
転
作
業
、
移

転
業
務
作
業
日
誌
及
び
業

務
報
告
書
の
作
成
。
委
託

期
間
１０
月
１５
日
。

近
畿
地
方
環
境
事
務

所
︵
一
般
競
争
入
札

︿
電
子
入
札
﹀
３
月

10
日
公
告
︶

　

▽
令
和
３
年
度
大
台
ヶ

原
ニ
ホ
ン
ジ
カ
個
体
数
調

整
手
法
開
発
調
査
業
務

（
上
北
山
村
大
台
ヶ
原〈
管

理
計
画
区
域
、
及
び
有
効

捕
獲
面
積
を
考
慮
し
た
地

域
の
一
部
〉）＝
①
業
務
請

負
条
件
に
関
す
る
書
類
等

の
提
出
３
月
２２
日
ま
で
②

４
月
１
日
③
環
境
省
競
争

参
加
資
格
（
全
省
庁
統
一

資
格
）役
務
の
提
供
等
の
調

査
・
研
究
に
お
い
て
、
開

札
時
ま
で
に
Ａ
、
Ｂ
、
ま

た
は
Ｃ
級
に
格
付
さ
れ
、

近
畿
地
域
の
競
争
参
加
資

格
を
有
す
る
者
―
な
ど
④

入
札
説
明
書
に
よ
る
。
委

託
期
間
４
年
３
月
２５
日
。

近
畿
農
政
局
南
近
畿

土
地
改
良
調
査
管
理

事
務
所
︵
一
般
競
争

入
札
︿
電
子
入
札
﹀

３
月
11
日
公
告
︶

　

▽
令
和
３
年
度
十
津
川

紀
の
川
直
轄
管
理
事
業
大

迫
ダ
ム
・
津
風
呂
ダ
ム
水

質
分
析
業
務
（
川
上
村
大

字
北
和
田
〈
大
迫
ダ
ム
貯

水
池
内
〉、
吉
野
町
大
字

河
原
屋
〈
津
風
呂
ダ
ム
貯

水
池
内
〉）
＝
①
証
明
書

及
び
資
料
の
提
出
期
限
３

月
２6
日
（
入
札
書
の
提
出

期
限
４
月
８
日
）
②
４
月

９
日
③
農
林
水
産
省
競
争

参
加
資
格
（
全
省
庁
統
一

資
格
）
役
務
の
提
供
等
の

調
査
・
研
究
に
お
い
て
、

Ｃ
ま
た
は
Ｄ
の
等
級
に
格

付
け
さ
れ
た
近
畿
地
域
の

競
争
参
加
有
資
格
を
有
し

て
い
る
も
の
。
計
量
法
第

１
０
７
条
の
規
定
に
基
づ

き
県
内
、
京
都
府
、
大
阪

府
ま
た
は
和
歌
山
県
の
い

ず
れ
か
の
知
事
か
ら
、
環

境
計
量
証
明
事
業（
濃
度
）

の
登
録
を
受
け
て
い
る
も

の
―
な
ど
④
水
質
状
況
を

把
握
す
る
た
め
水
質
分
析

を
行
い
、
直
轄
管
理
事
業

の
円
滑
な
水
管
理
に
資
す

る
。
委
託
期
間
４
年
３
月

下
旬
予
定
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

県
幹
線
街
路
整

備
事
務
所

　
　
（
３
月
２５
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
︵
都
︶
西
九
条
佐
保

線
他
用
地
調
査
点
検
等
技

術
業
務
委
託
︵︵
仮
称
︶

奈
良
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
補
助

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え

設
計
費
約
６
３
６
７
万
円
計
上

設
計
費
約
６
３
６
７
万
円
計
上

宇 陀 市

　

宇
陀
市
は
３
年
度
当
初
予

算
に
、
老
朽
化
し
た
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
に

６
５
４
９
万
７
０
０
０
円
が

計
上
。
内
訳
は
、
設
計
費
６

３
６
６
万
８
０
０
０
円
、
廃

棄
物
処
理
費
１
１
７
万
２
０

０
０
円
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

費
6５
万
７
０
０
０
円
。

　

同
市
は
、
将
来
を
担
う
重

要
な
子
ど
も
た
ち
が
、
健
や

か
に
成
長
で
き
る
た
め
に
安

全
で
安
心
な
学
校
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
を
行
う
。

　

現
在
あ
る
宇
陀
市
立
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー（
榛
原
萩
原
）

を
、
旧
野
依
小
学
校
（
大
宇

陀
野
依
）
に
移
転
新
築
を
行

う
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
４
年
度

に
調
査
・
測
量
と
設
計
を
、

４
年
度
に
本
体
工
事
の
建
設

に
着
手
し
、
６
年
度
内
の
完

成
、
供
用
を
め
ざ
す
。

街
路
事
業︵
都
づ
く
り
︶︶

繰
８
︱
２
︱
Ａ
Ｇ
１
︱
用

委
︱
13
他
号
（
奈
良
市
三

条
添
川
町
他
）
＝
委
託
期

間
９
月
３０
日
。

県
高
田
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
２２
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
大
和
高
田
広
陵
線
舗

装
補
修
詳
細
設
計
業
務
委

託
︵
防
災
・
安
全
交
付
金

事
業
︵
地
方
道
舗
装
補
修

事
業
︶︶
第
２
︱
Ｂ
︱
３

︱
委
２
号
（
大
和
高
田
市

松
塚
）
＝
委
託
期
間
７
月

３０
日
。

　

▽
国
道
３
０
９
号
水
越

ト
ン
ネ
ル
他
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
詳
細
設
計
業
務
委
託

︵
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
︵
国
道
ト
ン
ネ
ル
補

修
︶︶
第
４
︱
Ａ
︱
３
︱

委
２
号（
御
所
市
関
屋
他
）

＝
委
託
期
間
前
同
。
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至奈良至奈良 至
名
古
屋

至
名
古
屋
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種種別別 発発注注機機関関 件件名名 場場所所 開開札札日日 予予定定価価格格 入入札札方方式式 落落札札者者 落落札札金金額額

工事 天理市上下水道局 重要給水施設配水管改良工事（１２―６２工区） 永原町外 8月27日 ８１９０万円 一般 岡徳建設 ７３４６万４０００円

工事 上牧町 滝川遊歩道整備工事（その２）第２―総２号 大字上牧 8月27日 ９２０５万４０００円 一般 上村組 ８２１４万９０００円

工事
近畿農政局南近畿
土地改良調査管理
事務所

令和２年度十津川紀の川直轄管理事業津風呂ダム取水設備機側
操作盤整備工事

吉野町河原屋 8月27日 １０３８万円 一般 ＩＨＩインフラ建設 １０３０万円

工事 京都拘置所 京都拘置所葛城拘置支所機械設備改修等工事 大和高田市大中１１６ 8月27日 ３３３１万円 一般 若林設備工業所 ３３００万円

工事 五條市 道路改良工事２００１０２５号
岡町〈市道岡口３号
線〉

8月28日 ２７０４万７０００円 一般 丸谷建設 ２３９０万２０００円

工事
県中部農林振興事
務所

ため池整備事業葛城山麓地区上新池改修工事
葛城市笛吹、平岡、山
田

8月28日 ７０５３万９０００円 一般 親海建設 ６３０２万７０００円

工事 奈良市 奈良市南消防署自家給油取扱所新築その他工事
八条五丁目４０４番地
の１

8月28日 ６０９５万円 一般 広成 ５１５６万円

工事 川上村 林道北股線奥玉橋修繕工事第林工―１９号 大字入之波 8月28日 指名 中平建設 １６９８万７０００円

工事 川上村 林道高原洞川線改良工事第林工―２０号 大字高原 8月28日 指名 池田鉄建 １６９２万１０００円

令和２年度上半期　工事結果　（落札金額1000万円以上）　⑬　（本紙調べ）

工事 橿原市 ポスター掲示場等の調査・製作・設置及び撤去業務 市内一円 8月28日 一般 クロカワ工芸 １１５０万円

工事 五條市 １号農道支線整備工事２００１０２４号 岡町〈越替農道支線〉 8月28日 １８０４万６０００円 一般 上香建設 １５８９万２０００円

工事 五條市 五條市校内通信ネットワーク整備業務委託 市内小中学校 8月28日 ７１５０万円 一般 扶桑電通 ２５５０万円

工事
県流域下水道セン
ター

竜田川幹線中継ポンプ場計装設備更新工事（防災・安全交付金事
業）Ｒ２竜田川Ｐ第８号

安堵町窪田 8月28日 ２１６１万５０００円 一般
東芝プラントシステ
ム

１９８８万５０００円

工事 奈良国立博物館 奈良国立博物館文化財保存修理所空調設備改修工事
奈良市登大路町５０番
地

8月28日 ３９４７万円 一般 吉田電機商工 ３９３０万円

工事 橿原市 市道路改良工事（古川町） 古川町 8月31日 ３６４２万９０００円 一般 松平建設 ３１１３万３０００円

工事 橿原市 市道路改良工事（四条町その２） 四条町 8月31日 ７０４２万４０００円 一般 クロカワ工芸 ６０７０万４０００円

工事
県建設業・契約管
理課

山辺高校管理教室棟外２棟改築工事（機械設備工事）第２―４８号
奈良市都祁友田町、
天理市福住町

8月31日 １億２９０５万円 一般 岡本設備 １億２９００万円

工事 橿原市 四条団地住替工事（第３工区） 大久保町 8月31日 ４５３４万円 一般 平成建設 ３９４３万４９００円

工事 橿原市 橋梁補修工事２―１ 川西町 8月31日 ３１８８万３０００円 一般 堀川組 ２７２５万４３００円

工事
県建設業・契約管
理課

大宇陀高校管理特別教室棟外４棟改築工事（機械設備工事）第２
―４７号

宇陀市大宇陀迫間 8月31日 １億３１１０万円 一般 沢設備工事 １億３０００万円

工事 県立教育研究所 奈良県立学校情報通信ネットワーク環境施設整備工事
奈良市柏木町２４８
〈奈良朱雀高等学校〉
など県立学校４３校

8月31日 ３億６９７５万４５４５円 一般 松田電気工業 ３億４９９５万円

工事 橿原市 排水路整備工事（雲梯町） 雲梯町 8月31日 ３０４７万５０００円 一般 かとう建設 ２６３０万円

工事 橿原市 橋梁補修工事２―３ 東坊城町 8月31日 １３１４万５０００円 一般 山田興産 １０８０万８６００円

工事 県高田土木事務所
国道１６８号構造物撤去工事（無電柱化推進事業（防災・安全）（都
づくり））第１―６―１号

香芝市上中他 8月31日 １８５５万３０００円 一般 西和建設 １６３２万６０００円

工事 野迫川村 令和２年度第２２号林道ホラ谷立里線開設工事 大字北股 8月31日 ４３２６万５０００円 指名 福田産業 ３８３８万７０００円

工事 生駒市 元町住宅Ｄ棟外壁及び屋根改修工事 元町２丁目 8月31日 ２１３３万円 一般 日本宣伝 １７９３万５０００円

工事 広陵町 広陵中央体育館駐車場増設工事第２２号 大字笠 8月31日 １６３０万９０００円 指名 野村建設 １４３４万８０００円

工事
水資源機構木津川
ダム総合管理所

室生ダム副ダム堆積土砂除去その他工事 宇陀市榛原桧牧他 8月31日 １８０６万円 一般 光有建設 １６３８万円

工事 香芝市 公共下水道工事（２０―補７―４） 穴虫 9月1日 ６１１０万円 一般 葛井組 ５６００万円

工事 香芝市 公園施設長寿命化工事農土―０２０号 旭ケ丘近隣公園 9月1日 ２４１４万１０００円 一般 上村組 ２４１４万１０００円

工事 奈良市企業局 濁度・色度計更新工事２―２―７号 奈良阪町他６ヵ所 9月1日 ２６７１万円 一般
オルガノプラント
サービス

２１１９万８０００円

工事 香芝市 公園施設長寿命化工事農土―０２１号 観正山近隣公園 9月1日 １４０８万８０００円 一般 上村組 １４０８万８０００円

工事 香芝市 鎌田小学校・真美ヶ丘西小学校受変電設備改修工事
鎌田３７０、真美ヶ丘５
丁目４―２０

9月1日 ３５３６万５０００円 指名 香芝辻電器商会 ２８００万円

工事
県広域水道セン

水道メータ更新工事
生駒市山崎町外２ヵ

9月1日 １８８４万３０００円 一般 日立製作所 １６９５万６０００円工事
県広域水道セン
ター

水道メータ更新工事
生駒市山崎町外２ヵ
所

9月1日 １８８４万３０００円 一般 日立製作所 １６９５万６０００円

工事
県建設業・契約管
理課

第二浄化センター低段ポンプ棟し渣破砕機修繕工事Ｒ２二工第１号 広陵町萱野 9月1日 １５０９万３０００円 一般 丸島アクアシステム １５００万円

工事 大淀町 令和２年度吉野平地内配水管耐震化工事第２―施工３号 桧垣本 9月2日 ２３３０万円 一般 小泉建設 ２０５８万５０００円

工事 桜井市
桜井市公共下水道整備事業池之内枝線管渠築造工事令２―第３
工区下水工第３号

吉備 9月2日 ２９５４万２０００円 一般 石橋組 ２６０３万５０００円

工事 大和郡山市 公共下水道整備工事田中町（第３工区）その１、その２ 外川町 9月2日 ５２００万３０００円 一般 高田重機建設 ４６０８万５０００円

工事 大和郡山市 公共下水道整備工事満願寺町（第１工区）その１、その２ 満願寺町 9月2日 ２６４６万２０００円 一般 なかむら�務店 ２３３２万８０００円

工事 桜井市 多武峰公衆便所改修工事観工第２号 多武峰 9月2日 ４０６８万円 一般 牧野工務店 ３６６１万１０００円

工事 奈良市 橋梁耐震補強工事（東部第３３１号線（無名橋０１９）） 米谷町 9月2日 １億６９４万４０００円 一般 ショーボンド建設 １億６９０万円

工事 桜井市
桜井市公共下水道整備事業大福枝線管渠築造工事令２―その１工
区下水工第２号

大福 9月2日 ２０４７万１０００円 一般 田畑建設 １７９９万５０００円

工事 桜井市
桜井市公共下水道整備事業茅原幹線・三輪北枝線管渠築造工事
令２―第４工区下水工第５号

三輪 9月2日 １９９９万７０００円 一般 髙岸 １７５５万７０００円

工事 桜井市
桜井市公共下水道整備事業粟殿枝線管渠築造工事令２―第５工
区下水工第４号

初瀬 9月2日 １７５７万９０００円 一般 中川組 １５４０万８０００円

工事
県南部農林振興事
務所

令和２年度機能強化・老朽化対策事業第２３号
十津川村大字神下神
山

9月2日 １５４４万４０００円 一般 岸尾組 １３５２万８０００円

工事 県宇陀土木事務所
一般国道３７０号舗装補修工事（臨時単独舗装道補修事業）第５１２
―３―５号

宇陀市榛原下井足 9月2日 １５５３万円 一般 西岡組 １３５８万円
―３―５号

工事 曽爾村 伊賀見地区簡易水道老朽管布設替工事 大字伊賀見 9月2日 １７４７万円 指名 寺脇建設 １５３７万６０００円

【続く】
工事結果・業務結果のデータのお問い合わせ
は建設新報社情報サービス係まで。

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （６）2021年（令和３年）３月16日（火）建 設 新 報
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２
４
８
２
万
４
０
０
０

円
（
４
・
３
％
減
）、
下

水
道
事
業
会
計
５
億
１
４

２
７
万
１
０
０
０
円（
６
・

１
％
減
）。

　

う
ち
普
通
建
設
事
業
費

は
２6
億
３
０
６
５
万
１
０

０
０
円
（
１6
・
７
％
増
）。

Ｊ
Ｒ
御
所
駅
西
側
駅
前
広

場
基
本
設
計
、
近
鉄
御
所

駅
周
辺
整
備
、
火
葬
場
建

設
事
業
、
北
十
三
柳
原
線

他
整
備
、
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
御

所
駅
中
心
市
街
地
地
区
整

備
計
画
策
定
、
防
災
市
民

セ
ン
タ
ー
建
設
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
基

本
設
計
等
を
計
上
し
て
い

る
。
建
設
関
係
の
主
な
事

業
（
▼
は
新
規
）
は
次
の

通
り
（
単
位
千
円
）。

　
︻
総
務
費
︼

　

▽
空
き
家
総
合
対
策
事

業
業
務
委
託
料
（
３
、
０

２
０
）
＝
空
き
家
バ
ン
ク

の
運
営
、
空
き
家
相
談
等

委
託
。

　

▽
空
き
家
バ
ン
ク
活
用

住
宅
支
援
補
助
金
（
５
、

０
０
０
）。

　

▼
Ｊ
Ｒ
御
所
駅
周
辺
整

備
事
業
費
（
４
１
、
０
５

５
）
＝
①
Ｊ
Ｒ
御
所
駅
西

側
駅
前
広
場
用
地
に
係
る

測
量
委
託（
５
、３
０
０
）

②
Ｊ
Ｒ
御
所
駅
西
側
駅
前

広
場
基
本
設
計
委
託
及
び

市
道
８０
号
線
拡
幅
工
事
に

一
般
会
計
約

一
般
会
計
約
160160
億
円
億
円

御
所
駅
中
心
市
街
地
地
区
の
整
備
計
画
策
定
や

御
所
駅
中
心
市
街
地
地
区
の
整
備
計
画
策
定
や

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
基
本
設
計
な
ど

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
基
本
設
計
な
ど

係
る
予
備
設
計
（
２
６
、

５
７
１
）
③
自
由
通
路
基

本
計
画
策
定
委
託
料（
９
、

１
８
４
）。

　

▼
Ｊ
Ｒ
御
所
駅
舎
運
営

事
業
費
（
１
、
８
１
５
）

＝
待
合
室
内
装
改
修
工
事
。

　

▽
街
な
み
環
境
整
備
事

業
費
（
３
５
、
１
６
７
）

＝
２
年
度
に
策
定
し
た
街

な
み
環
境
整
備
計
画
に
基

づ
き
道
路
美
装
化
の
測
量

設
計
及
び
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
の
用
地
鑑
定
を
委
託
。

　

▼
近
鉄
御
所
駅
周
辺
整

備
事
業
費
（
１
７
、
５
８

１
）
＝
①
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
本
構
想
策
定
業
務
委
託

料
（
３
、
６
７
９
）
②
総

合
交
通
戦
略
策
定
業
務
委

託
料
（
５
、
６
０
３
）
近

鉄
御
所
駅
周
辺
の
整
備
を

行
い
、
駅
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

　

▼
公
共
交
通
実
証
運
行

計
画
等
策
定
委
託
料（
８
、

０
１
９
）。

　

▽
旧
元
町
共
同
浴
場
改

修
事
業
費
（
８
９
、
４
６

６
）。

　

▽
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補

助
金
（
３
、
０
０
０
）。

　
︻
民
生
費
︼

　

▽
老
人
憩
の
家
施
設
改

修
工
事（
２
８
、０
０
６
）

＝
室
老
人
憩
の
家
解
体
工

事
及
び
栗
阪
と
柏
原
老
人

憩
の
家
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

工
事
。

　

▽
人
権
セ
ン
タ
ー
ト
イ

レ
改
修
工
事
に
係
る
設
計

委
委
託
（
９
５
７
）。

　

▽
保
育
所
等
整
備
補
助

金
（
２
５
、
６
７
０
）。

　

▼
認
定
こ
ど
も
園
施
設

整
備
交
付
金
（
１
５
５
、

１
０
３
）。

　
︻
衛
生
費
︼

　

▽
市
営
墓
地
費（
５
７
、

２
４
６
）
＝
市
営
墓
地
外

周
擁
壁
工
事
及
び
北
側
水

路
の
改
修
工
事
。

　

▽
火
葬
場
建
設
事
業
費

（
３
４
４
、
５
５
４
）
＝

①
事
業
管
理
支
援
委
託
料

（
１
１
、
２
０
８
）
②
火

葬
場
建
設
工
事（
３
２
６
、

３
８
６
）
な
ど
。

　

▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

資
源
物
保
管
用
屋
根
工
事

（
１
０
、
１
７
５
）。

　

▽
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金（
８
、６
６
８
）。

　
︻
農
林
業
費
︼

　

▽
市
単
土
地
改
良
事
業

補
助
金（
１
０
、０
０
０
）。

　

▽
総
合
治
水
対
策
工
事

（
１
４
２
、
０
０
０
）
＝

①
流
域
貯
留
浸
透
事
業
関

連
経
費（
１
７
、０
０
０
）

②
緊
急
内
水
対
策
事
業
関

連
経
費
（
１
２
５
、
０
０

０
）。

　

▽
地
籍
調
査
費（
１
１
、

９
９
８
）
＝
土
地
境
界
を

明
確
化
す
る
た
め
の
調
査

経
費
。

　

▽
森
林
環
境
整
備
事
業

費
（
３
、
２
３
９
）。

　

▽
有
害
鳥
獣
対
策
費

（
１
１
、
５
７
３
）
＝
補

助
金
な
ど
。

　
︻
商
工
費
︼

　

▼
（
仮
称
）
出
屋
敷
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
費
（
２
９
、
２
３
１
）

＝
地
域
住
民
と
企
業
が
融

合
し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
環

境
整
備
の
一
環
と
し
て

「（
仮
称
）
出
屋
敷
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
す

る
。

　

▽
大
和
葛
城
山
ツ
ツ
ジ

園
整
備
等
委
託
料
（
５
、

６
０
０
）。

　

▽
観
光
案
内
看
板
設
置

委
託
料
（
１
、０
０
０
）。

　

▼
登
山
道
整
備
調
査
委

託
料
（
９
、
３
５
５
）
＝

櫛
羅
の
滝
コ
ー
ス
に
登
山

道
を
整
備
す
る
た
め
の
調

査
委
託
。

　

▼
観
光
振
興
支
援
委
託

料
（
８
、
８
０
０
）
＝
産

業
の
活
性
化
を
見
据
え
た

観
光
戦
略
策
定
支
援
業
務

委
託
。

　
︻
土
木
費
︼

　

▽
道
路
維
持
費
＝
①
測

量
設
計
委
託
料
（
４
０
、

０
０
０
）
②
橋
梁
補
修
詳

細
設
計
委
託
料
（
１
９
、

０
２
３
）
③
道
路
維
持
工

事
（
４
５
、
０
０
０
）
④

道
路
舗
装
工
事
（
７
２
、

９
９
５
）
⑤
橋
梁
補
修
工

事
（
４
０
、
３
０
０
）。

　

▽
道
路
新
設
改
良
費
＝

①
道
路
改
良
工
事（
４
７
、

０
０
０
）
②
道
路
舗
装
工

事
（
７
１
、
３
０
０
）。

　

▽
北
十
三
柳
原
線
他
整

備
事
業
費
（
１
７
０
、
６

７
４
）。

　

▽
交
通
安
全
施
設
整
備

費
（
２
５
、
８
４
０
）。

　

▽
水
路
費
＝
①
整
備
工

事
（
６
７
、
８
０
０
）
②

浚
渫
工
事（
５
、５
０
０
）。

　

▽
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定
委
託
料（
７
、

３
０
４
）
＝
地
域
づ
く
り

の
基
本
方
針
と
な
る
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

更
新
を
委
託
。

　

▼
立
地
適
正
化
計
画
策

定
委
託
料（
９
、４
８
２
）

＝
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
御
所
駅
を

中
心
と
し
た
中
心
市
街
地

地
区
の
整
備
事
業
を
進
め

て
い
く
た
め
の
計
画
策
定

委
託
。

　

▼
都
市
計
画
変
更
等
支

援
業
務
委
託
料
（
２
０
、

３
９
４
）。

　

▽
下
水
道
事
業
繰
出
金

（
３
５
８
、
４
８
６
）。

　

▽
公
園
改
修
工
事
関
連

経
費（
１
１
２
、０
０
０
）

＝
葛
城
公
園
・
元
町
セ
ン

タ
ー
南
緑
地
公
園
・
人
権

ふ
る
さ
と
公
園
等
に
係
る

改
修
工
事
等
経
費
。

　

▽
出
屋
敷
周
遊
公
園
整

備
事
業
費
＝
①
土
地
購
入

費
（
９
、
１
２
７
）
②
移

転
補
償
金
（
１
２
、
５
５

５
）。

　

▽
住
宅
費
＝
①
住
宅
耐

震
診
断
委
託
料（
５
０
０
）

②
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金

（
２
、
０
０
０
）
③
ブ
ロ

ッ
ク
塀
撤
去
補
助
金
（
５

０
０
）。

　

▼
公
営
住
宅
集
約
化
支

援
委
託
料（
８
、５
０
０
）。

　

▽
市
営
住
宅
維
持
補
修

費
（
１
９
、
３
６
３
）。

　

▽
改
良
住
宅
維
持
補
修

費
＝
①
修
繕
費
（
４
５
、

０
０
０
）
②
集
会
所
改
修

工
事
（
１
８
、
２
９
３
）

柏
原
地
区
集
会
所
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
工
事
。

　

▽
公
営
住
宅
空
き
家
対

策
費
・
修
繕
料
（
６
５
、

０
０
０
）
＝
空
き
家
募
集

に
伴
う
修
繕
。

　

▽
公
営
住
宅
空
き
家
再

生
事
業
費
・
市
営
住
宅
除

却
工
事（
２
３
、８
４
８
）

＝
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅

を
除
却
。

　

▽
危
険
空
き
家
等
解
体

工
事
補
助
金
（
１
３
、
０

０
０
）。

　
︻
消
防
費
︼

　

▽
消
防
団
車
庫
改
築
工

事
（
６
４
、
５
５
９
）
＝

第
８
分
団
。

　

▽
サ
イ
レ
ン
自
動
吹
鳴

装
置
維
持
費
（
１
、
５
９

２
）。

　

▽
消
火
栓
整
備
委
託
料

（
１
６
、
５
２
４
）。

　

▽
避
難
所
誘
導
灯
設
置

工
事
（
９
、
５
９
２
）。

　

▽
（
仮
称
）
防
災
市
民

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費

（
１
６
２
、
４
２
８
）
＝

①
事
業
管
理
支
援
委
託
料

（
１
１
、
８
８
０
）
②
防

災
市
民
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
（
１
５
０
、５
４
８
）。

　
︻
教
育
費
︼

　

▽
小
学
校
施
設
改
修
経

費
（
３
２
、
３
６
８
）
＝

秋
津
・
掖
上
小
学
校
に
係

る
囲
障
整
備
工
事
等
。

　

▽
小
学
校
施
設
大
規
模

改
造
事
業
費
（
１
６
、
０

８
２
）
＝
市
内
７
小
学
校

特
別
教
室
空
調
整
備
及
び

秋
津
小
学
校
屋
内
運
動
場

大
規
模
改
造
に
係
る
設
計

委
託
経
費
。

　

▽
中
学
校
施
設
改
修
経

費
（
７
、
６
３
２
）
＝
葛

上
中
学
校
屋
内
運
動
場
照

明
工
事
関
連
経
費
。

　

▽
幼
稚
園
施
設
費（
４
、

９
６
４
）。

　

▽
中
央
公
民
館
施
設
費

（
７
、
６
９
８
）。

　

▼
葛
公
民
館
施
設
費

（
６
、
７
９
８
）
＝
外
壁

他
改
修
工
事
に
係
る
設
計

委
託
。

　

▽
文
化
財
保
存
費
＝
①

文
化
財
保
存
事
業
費
（
１

０
、
０
５
７
）
②
文
化
財

事
務
所
費（
２
、２
７
０
）

③
市
内
所
在
遺
跡
緊
急
発

掘
調
査
事
業
費
（
２
、
０

０
１
）
④
民
間
受
託
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
事
業
費

（
５
３
、
０
８
８
）
⑤
秋

津
地
区
・
條
ウ
ル
神
古
墳

整
備
事
業
費
（
６
２
）
⑥

秋
津
地
区
・
巨
勢
山
古
墳

群
整
備
事
業
費
（
４
６
、

９
６
１
）
⑦
文
化
財
保
護

啓
発
事
業
費
（
４
７
７
）

⑧
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

対
策
事
業
費
（
５
３
６
）

御
所
ま
ち
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
へ
の
選
定
に
係
る

建
物
調
査
な
ど
。

　

▽
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
施

設
改
修
工
事
関
連
経
費

（
１
９
１
、
９
５
０
）。

　

▽
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

施
設
費
（
３
、５
０
０
）。

　

▽
健
康
増
進
ス
ポ
ー
ツ

施
設
建
設
事
業
費（
１
５
、

６
８
９
）
＝
発
注
支
援
業

務
委
託
料
（
１
５
、
０
２

６
）
設
計
・
施
工
一
括
発

注
方
式
を
実
施
す
る
た
め

の
事
前
準
備
に
係
る
支
援

委
託
。

　

▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

施
設
費（
２
３
、９
３
２
）

＝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新

築
工
事
に
係
る
基
本
設
計

委
託
（
９
、４
４
９
）
等
。

　
︻
災
害
復
旧
費
︼

　

▽
災
害
応
急
復
旧
費

（
１
、
０
０
０
）。

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）（７） 2021年（令和３年）３月16日（火） 新聞定価６カ月３０，０００円（本体２７，７７８円消費税２，２２２円）



橿原市の令和３年度　会計別　予算総括表

　

橿
原
市
の
令
和
３
年
度

当
初
予
算
案
は
総
額
８
３

６
億
４
３
９
５
万
５
０
０

０
円
で
対
前
年
度
比
１
・

８
％
減
。
内
訳
は
一
般
会

計
４
２
９
億
３
０
０
０
万

円
（
１
・
２
％
減
）、
特

別
会
計
２
８
４
億
２
２
２

０
万
円
（
１
・
９
％
増
）、

上
水
道
事
業
会
計
4３
億
６

２
６
４
万
６
０
０
０
円

（
３
・
８
％
増
）、
下
水
道

事
業
会
計
51
億
９
４
９
１

万
９
０
０
０
円
（
１
・
３

％
減
）。
う
ち
普
通
建
設

事
業
費
は
２７
億
６
１
８
５

万
円
（
３３
・
２
％
減
）。

建
設
関
係
の
主
な
事
業

（
▼
は
新
規
）
は
次
の
通

り
（
単
位
千
円
）。

　
︻
総
務
費
︼

　

▽
八
木
駅
周
辺
整
備
事

業
費
（
１
２
、０
１
７
）。

　

▽
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業
費

（
１
０
７
）。

　

▽
本
庁
舎
整
備
事
業
費

（
２
２
６
、
２
６
０
）
＝

①
基
本
・
実
施
設
計
業
務

委
託
料
（
１
５
１
、
４
２

６
）
②
新
規
に
新
本
庁
舎

建
設
用
地
開
発
工
事
（
６

１
、
３
０
０
）。

　

▽
体
育
館
管
理
運
営
費

（
１
１
３
、
１
３
８
）。

　

▽
集
会
所
施
設
整
備
助

成
事
業
費（
４
、０
０
０
）。

　
︻
民
生
費
︼

　

▽
大
久
保
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
管
理
運
営
費
（
２

６
、
２
８
８
）
＝
新
規
で

設
計
業
務
委
託
料（
１
５
、

２
６
０
）
に
て
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
及
び

長
寿
命
化
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
改
修
工
事
の
設

計
を
行
う
。

　

▽
放
課
後
児
童
健
全
育

橿 原 市

一
般
会
計

一
般
会
計
429429
億
３
０
０
０
万
円

億
３
０
０
０
万
円

３
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

３
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

成
施
設
整
備
事
業
費
＝
新

規
で
設
計
委
託
料
（
３
、

４
１
６
）
に
て
、
晩
成
児

童
ク
ラ
ブ
の
狭
隘
化
に
伴

い
晩
成
幼
稚
園
の
余
裕
教

室
を
改
修
す
る
。

　
︻
衛
生
費
︼

　

▽
斎
場
管
理
運
営
費

（
１
０
１
、
９
８
８
）
＝

①
火
葬
炉
設
備
保
守
点
検

業
務
委
託
料
②
新
規
に
Ｐ

Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
業

務
委
託
料
。

　

▽
市
営
墓
園
整
備
費

（
１
３
、
４
３
８
）
＝
施

設
整
備
工
事
。

　
︻
労
働
費
︼

　

▼
庁
用
バ
ス
車
庫
等
改

修
工
事（
３
４
、０
５
６
）。

　
︻
農
業
費
︼

　

▽
土
地
改
良
事
業
費

（
２
５
、
９
４
９
）。

　
︻
土
木
費
︼

　

▽
地
籍
調
査
事
業
費

（
８
、
８
２
０
）。

　

▽
建
築
物
耐
震
化
推
進

事
業
費（
１
２
、１
９
４
）

＝
既
存
住
宅
耐
震
改
修
補

助
金
（
総
合
耐
震
改
修
工

事
、耐
震
建
替
え
工
事
）、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
補
助
金

等
。

　

▽
す
ま
い
・
空
き
家
等

対
策
事
業
費
（
８
、
８
６

０
）。

　

▽
道
路
管
理
事
務
費

（
２
４
、
８
６
４
）。

　

▽
道
路
維
持
管
理
費

（
２
８
８
、
４
６
３
）
＝

①
舗
装
業
務
委
託
料
②
道

路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
賃
借
料
③
維

持
修
繕
工
事
。

　

▽
道
路
新
設
改
良
事
業

費
（
４
４
１
、
２
７
６
）

＝
①
補
助
事
業
（
慈
明
寺

町
・
四
条
町
線
等
）
②
市

単
独
事
業
。

　

▽
交
通
安
全
施
設
整
備

事
業
費（
７
２
、６
０
４
）

＝
①
登
記
測
量
業
務
委
託

料
（
１
、
６
０
０
）
②
不

動
産
鑑
定
業
務
委
託
料

（
５
、
０
０
０
）
③
交
通

安
全
施
設
整
備
工
事
（
３

２
、
５
０
０
）
④
交
通
安

全
施
設
整
備
事
業
用
地
購

入
費
（
１
６
、０
０
０
）。

　

▽
橋
梁
整
備
事
業
費

（
２
８
６
、
５
０
５
）
＝

①
設
計
業
務
委
託
料
②
橋

梁
等
長
寿
命
化
定
期
点
検

業
務
委
託
料
③
橋
梁
等
補

修
補
強
工
事
。

　

▽
橋
梁
新
設
改
良
事
業

費
（
４
５
、
５
１
３
）
＝

橋
梁
新
設
改
良
工
事
委
託

料
。

　

▽
河
川
改
良
事
業
費

（
１
、
０
６
８
）。

　

▽
河
川
維
持
補
修
費

（
１
０
、
３
３
８
）。

　

▽
下
排
水
路
維
持
管
理

費
（
１
０
２
、
９
４
４
）

＝
排
水
路
整
備
工
事
委
託

料
（
３
１
、
３
０
５
）。

　

▽
都
市
政
策
事
務
費

（
２
、
３
５
６
）。

　

▽
景
観
形
成
事
業
費

（
３
、
１
９
８
）。

　

▽
公
園
整
備
事
業
費

（
１
８
、
５
２
５
）
＝
①

設
計
業
務
委
託
料
②
市
内

公
園
施
設
更
新
工
事
。

　

▽
橿
原
運
動
公
園
管
理

運
営
費（
６
６
、９
９
０
）

＝
①
施
設
等
修
繕
料（
４
、

３
５
２
）、
橿
原
ス
ポ
ー

ツ
施
設
計
画
策
定
業
務
委

託
料
（
１
１
、
０
０
０
）

等
。

　

▽
公
園
施
設
長
寿
命
化

計
画
更
新
業
務
委
託
料

（
５
、
３
６
０
）。

　

▽
市
営
住
宅
等
整
備
事

業
費（
１
２
７
、９
９
１
）

＝
①
設
計
業
務
委
託
料

（
市
営
住
宅
内
装
等
改
修

設
計
、
新
規
に
大
久
保
団

地
外
壁
等
改
修
設
計
、
飛

騨
地
区
駐
車
場
整
備
設

計
）
②
市
営
住
宅
等
整
備

工
事
（
城
殿
団
地
駐
車
場

整
備
工
事
、
市
営
住
宅
内

装
等
改
修
工
事
、
新
規
に

四
条
団
地
外
壁
等
改
修
工

事
）。

　

▽
今
井
町
住
環
境
整
備

事
業
費（
６
３
、８
６
３
）

＝
①
住
環
境
整
備
委
託
料

（
６
、
２
０
０
）
②
街
な

み
環
境
整
備
工
事（
３
９
、

３
５
５
）（
電
線
共
同
溝
敷

設
工
事
〈
第
７
―
２
工

区
〉）。

　
︻
消
防
費
︼

　

▽
消
防
施
設
整
備
事
業

費
（
１
０
、
０
０
０
）。

　
︻
教
育
費
︼

　

▽
通
学
路
整
備
工
事

（
１
、
６
１
０
）。

　

▽
小
学
校
管
理
事
務
費

（
４
０
２
、
１
１
５
）
＝

営
繕
工
事
（
１
０
２
、
６

６
３
）。

　

▽
小
学
校
施
設
整
備
事

業
費
（
３
８
、
０
６
６
）

＝
設
計
業
務
委
託
料
（
真

菅
北
小
学
校
の
長
寿
命
化

工
事
に
伴
う
設
計
委
託
）。

　

▽
中
学
校
管
理
事
務
費

（
１
８
２
、
２
９
７
）
＝

営
繕
工
事
（
２
５
、
４
９

８
）。

　

▽
市
立
公
民
館
管
理
運

営
費
（
４
７
、
０
１
９
）

＝
新
規
に
設
計
委
託
料

（
１
１
、
４
４
０
）（
旧
中

央
公
民
館
及
び
中
央
公
民

館
分
館
の
解
体
工
事
設

計
）。

　
︻
上
水
道
事
業
会
計
︼

　

▽
配
水
施
設
費
（
８
９

２
、
６
２
７
）
＝
①
委
託

料
（
２
５
、
０
０
０
）
②

更
新
・
耐
震
化
工
事
（
３

７
０
、
７
２
３
）
③
配
水

管
移
設
工
事
（
４
８
２
、

１
５
３
）
④
加
圧
ポ
ン
プ

整
備
工
事
（
１
４
、
７
５

１
）。

︻
下
水
道
事
業
会
計
︼

　

▽
汚
水
管
路
建
設
費

（
７
８
０
、
４
１
４
）。

▽
雨
水
管
路
建
設
費
（
４

０
、
０
０
０
）。

▽
汚
水
管
路
改
良
費
（
７

２
、
４
７
９
）。

開設した打谷閻魔大王サロン＝奈良県経済会館 301号室開設した打谷閻魔大王サロン＝奈良県経済会館 301号室

御影石で彫った御影石で彫った
閻魔大王の四天王閻魔大王の四天王 中曽根康弘元総理から打谷氏への直筆の書中曽根康弘元総理から打谷氏への直筆の書

　

打
谷
石
材
（
橿
原
市
八

木
町
３
―
３
―
３１
）
の
打

谷
久
義
会
長
は
、
近
鉄
奈

良
駅
前
の
奈
良
県
経
済
会

館
に
「
打
谷
閻
魔
大
王
サ

ロ
ン
」
を
２
月
１２
日
開
設

し
た
。　

　

業
界
の
最
高
権
威
の

「
石
匠
位
」
の
称
号
が
裏

付
け
る
建
墓
造
塔
に
関
す

る
深
い
知
見
、
全
国
縦
断

横
断
講
演
の
旅
師
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
４
５
０

０
有
余
回
の
講
演
行
脚
を

行
っ
た
。
平
成
２6
年
春
の

受
勲
で
「
瑞
宝
単
光
章
」

を
受
章
す
る
な
ど
、
ま
さ

に
業
界
の
重
鎮
だ
。
人
生

８１
年
の
経
験
を
生
か
し
、

過
去
・
現
在
・
未
来
に
通

ず
る
人
生
の
悩
み
や
、
将

来
の
見
通
し
な
ど
を
語
り

合
う
心
の
栄
養
塾
と
し

て
、
早
く
も
予
約
が
殺
到

し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
２
月
２4
日

午
後
サ
ロ
ン
を
訪
れ
、「
打

谷
サ
ロ
ン
長
と
禍
滅
の
ア

マ
ビ
エ
」、
と
閻
魔
大
王
・

四
天
王
の
出
迎
え
を
受
け

た
。

　

打
谷
サ
ロ
ン
長
は
、「
ま

ず
最
初
に
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

県
民
を
守
る
た
め
、
縁
あ

る
方
に
世
界
一
の
庵
治
石

で
彫
っ
た
ア
マ
ビ
エ
を
収

め
た
。
サ
ロ
ン
オ
ー
プ
ン

前
日
の
２
月
１１
日
か
ら
２０

日
ま
で
、
心
経
を
毎
日
５０

巻
を
、
１０
日
間
で
５
０
０

巻
。八
方
の
唱
え
を
千
巻
、

光
明
真
言
を
１
万
回
唱
え

た
」
と
い
う
。

　

か
つ
て
疫
病
で
大
勢
の

人
が
命
を
失
っ
た
こ
と
か

ら
、
国
を
守
る
た
め
に
東

大
寺
を
始
め
、
全
国
に
国

分
寺
が
建
立
さ
れ
た
。
そ

れ
で
四
天
王
を
四
方
に
凡

字
で
彫
し
、
邪
鬼
・
邪
悪

排
除
と
し
た
。
日
本
最
初

の
国
家
鎮
護
の
官
寺
が
四

天
王
寺
。何
事
も
万
事「
予

め
」で
先
手
必
勝
が
大
事
、

サ
ロ
ン
は
閻
魔
様
に
「
予

め
」
と
「
叶
う
」
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
く
と
こ
ろ
。

「
閻
魔
様
が
お
目
零
（
こ

ぼ
）
し
の
働
き
を
な
さ
る

と
こ
ろ
」
と
話
す
。

　

打
谷
閻
魔
大
王
サ
ロ
ン

（
奈
良
県
経
済
会
館
３
０

１
号
室
近
鉄
奈
良
駅
目
の

前
徒
歩
３０
秒
）。
完
全
予

約
制
で
、
０
７
４
２
―
８

１
―
９
１
６
１
、
ま
た
は

０
７
４
２
―
２
６
―
５
９

５
９
（
ゴ
ク
ロ
ウ
ゴ
ク
ロ

ウ
）
ま
で
。

　

閻
魔
サ
ロ
ン
の
今
後
の

儀
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
３
年
３
月
２３
日
（
彼

岸
明
け
、大
犯
土（
つ
ち
））

―
エ
ン
マ
大
王
鎮
座
成
道

之
儀
▽
３
年
８
月
２８
日

（
天
一
天
上
天
赦
の
日
）

―
エ
ン
マ
大
王
起
動
始
動

の
儀
。

（
疋
田
）

「打谷閻魔大王サロン」開設「打谷閻魔大王サロン」開設
打谷サロン長　悩みや不安を解消、打谷サロン長　悩みや不安を解消、

「予め」と「叶う」を助言談話室「予め」と「叶う」を助言談話室

完

全

予

約

制

完

全

予

約

制
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日 鉄 建 材 ㈱


